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  序文


  深刻な病や死に直面している人はみな、「これをどうすればいいのか？」と自問しなければならない。そうしたものがあなたを変えることを、あなたは許すのか？それとも、抵抗して、あなたの人生に対する神の御旨を退けるのか？


  私たち一人一人が永遠に直面しなければならない時がやってくる。これが起きる時、あなたは自分の全人生を目の当たりにする。私はこれを個人的に経験した。数ヶ月前、末期がんに直面した時――かつてなかったほど――自分の罪を、自分の過去の努力がいかに人間的なものだったのかを、そして、自分がどれほど悔い改めと赦しを必要とするのかを、私は見たのである。私はまた、神の群れの牧者として、自分の重荷を他のだれかに委ねることが、どのように永遠の結果と途方もない祝福をもたらすのかを見たのである。


  ブルームハルト親子は医学の助けを敬遠しなかった。神は魂だけでなく体をも癒せることを、彼らはまた個人的に信じていたし、証ししていた。しかし、とりわけ、それ以上に、真の癒しは悔い改めと赦しによらないかぎり得られないことを、彼らは見ていたし、理解していた。これは福音のメッセージであり、イエスがなぜ来られたかのメッセージである。ブルームハルト親子にとって、最も大事なものは神の王国だった。結局のところ、癒しが与えられるのは、人々が悔い改めて、「神は自分たちの祈りを聞いてくださる」と一致して信じる時なのである。


  私はこれを明らかに経験した。人々が完全に結ばれる時、信仰の確信が与えられるだけでなく、神の王国が近づく。ヨハン・クリストフ・ブルームハルトとクリストフ・フリードリヒ・ブルームハルトのこれらの言葉が、贖いの力を真に経験するよう、読者を助けてくれますように。この二人が述べていることは、神の王国についての彼らの経験に由来するのであり、この神の王国を私も経験したのである。


  



  リチャード・スコット
 二〇一〇年十二月


  



  序論


  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト（一八〇五～一八八〇）はドイツの牧師だった。彼の人生の初期に、彼が神に用いられる運命にあることが明らかになった。これは、子供の時の仲間たちを信仰に向かわせた彼の並々ならぬ能力や、かたくなな若者の間における彼の初期の働きからわかる。ブルームハルトはメトリンゲンの小さな田舎の教区を受け持った。その教区は黒い森の近くにある村であり、迷信や魔術の虜にされていた。ここで彼は悪の勢力と戦い、勝利したのである。


  この戦いはゴットリーベン・ディタスのために、一八四一年に本格的に始まった。ゴットリーベンはブルームハルトの会衆の若い女性であり、再発性の神経障害や他の様々な奇妙な説明のつかない「攻撃」を被っていることで知られていた。ブルームハルトは二年間に及ぶ戦いに取り組んだ。その戦いは、実在する悪鬼の勢力の敗北という結末を迎えた。ゴットリーベンが解放されただけでなく、メトリンゲンの町全体が悔い改めと刷新の未曾有の運動に席巻されたのである。盗まれた持ち物は返却され、破綻した結婚生活は回復され、敵は和解し、アルコール中毒者は解放され、さらに驚くべきことに、神が自由に治めておられる所では、生活がどんなものになりうるのかを、村全体が経験したのである。イエスは勝利者であった！


  そこに押し寄せて来る大勢の人々を、ブルームハルトの牧師館はついに収容しきれなくなった。そこで、もっと広くて自由度の高い場所を、彼は探し始めた。彼は家庭をバド・ボールに移した。そこは大きな建物が建ち並ぶ所で、硫黄泉の周りの鉱泉場として発達した町だった。バド・ボールのこの小さな集団を通して、必死な人々――精神的、情緒的、肉体的、霊的病に苦しむ人々――は癒され、信仰を新たにされたのである。


  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト（一八四二～一九一九）は、父親がゴットリーベン・ディタスのための戦いを始めた時、わずか一歳だった。それにもかかわらず、彼がその後経験したことの背後には、必ずこの経験があった。彼の家族がバド・ボールに移った時、彼は十歳だった。やがて、クリストフは父親と共に働くようになった。そして、父親の死後、彼は父親の任務を引き継いだのである。


  人々が肉体の癒しに注目してばかりいるのに失望して、クリストフは公の説教から全く身を引いた。彼は神の癒しの力を経験し続けたが、預言者たちやイエスが最も望んでいたのは新しい世界――万物に対する神の支配――であると信じるようになった。神は内なる人と外なる人の両方を変容させることを望んでおられるのである。


  ブルームハルト親子ほど私の人生に影響を及ぼした作家はいない。特に父親のブルームハルトがそうであり、彼にちなんで私は名づけられた。彼らの信仰の姿勢と、来たるべき神の王国についての彼らのビジョンが、私の祖父と父に、生涯にわたって霊感を与えたのである。このブルームハルト親子の信仰とビジョンは、一つの教会運動として、私たちの遺産の一部になった。また、初代フッター主義や、一九二〇年代のドイツ青年運動の人生に対する肯定的な姿勢と共に、彼らの信仰とビジョンは霊感や導きを与え続けている。


  「あなたの御旨がなされますように」は、この親子が病、信仰、癒しについて述べたものから収集した、力強い、簡潔な読み物である。英語で出版されるのは初めてである。これらの省察は単純ではあるが、実に深遠である。短く要点を突いており、慰めに満ちている。この本はズンデルの画期的な伝記「ヨハン・クリストフ・ブルームハルト」を補完する素晴らしいものである。これらの省察はまた、特に、私たちが祈って神の助けを求める時、犠牲と明け渡しが重要であることを強調している。ヨブのように、災難が私たちを打つ時――それでも私たちは神に信頼し、神の御旨を受け入れ、神に全き賛美をささげなければならない。


  イエスは弟子たちに、「自分の十字架を負って、わたしに従いなさい」と言われた。弟子ごとに、この十字架は異なる姿を取る。病や苦難という姿を取ることもあるし、最終的には死という姿を取るだろう。私たちは二〇一〇年に、レイ・ホッファー、リチャード・スコット、ジョニー・フランシャムの癌を通して、これを特別な形で経験した。この新年と将来には、さらなる試みの時が訪れるだろう。このような状況に際して、これらの読み物は特別な慰めと励ましになるだろう。


  これらの選集を利用できるようにしてくれたチャールズ・ムーアに感謝する。自分の信仰を深めて、神とのより親密な関係を見いだそうとしているすべての人に――若者にも老人にも――この本を大いに推薦する。


  



  ヨハン・クリストフ・アーノルド
 二〇一〇年十二月


  



  一．良い知らせ


  
    イエスはガリラヤを行き巡り、彼らの会堂で教え、王国の良い知らせを宣べ伝え、人々のあらゆる患いや病を癒された。彼についての知らせがシリヤ中に広まり、ひどい痛みや、悪鬼憑きに苦しんでいる人、発作を抱えている人、麻痺している人など、様々な患いで病んでいる人々をみな、人々は彼のところに連れてきた。（マタイ四・二三～二四）
  


  イエス・キリストの福音には二つの面がある。福音は罪の赦しと永続する命の知らせであるだけでなく、人の不幸に立ち向かう知らせでもある。罪の終焉が宣べ伝えられるだけでなく、苦難と死の終焉も宣べ伝えられる。苦難はすべてやむのである！キリストの血を通して罪が征服されたのと同じように、復活の時、苦難も終わりを迎える。イエスがしるしと不思議を行われた時、イエスは苦難に立ち向かう福音を宣べ伝えておられたのである。


  この福音により、永続する命が確かであるように、この惨めな世が終わることを私たちは確信することができる。キリストのこの二つの面を分離することはできない。十字架と赦しの面だけを強調して、復活や、不幸の征服を無視してはならない。サタンは私たちを試み、迷わせて、救い主に十分耳を傾けさせないようにする。これはサタンの罠である。


  贖いに対するこの世の切望に直面する時、次のことは明らかである。すなわち、救い主は私たちの罪を赦してくださるというこの一つの点しか強調しないなら、福音によって真の慰めをもたらすことはできないのである――そして、さもなければ、この世は自分の道を行くことができるのである。同様に、もし私たちが救い主を奇跡を行われる方として示すだけで、「安心しなさい、救い主に癒してもらえます」と宣べ伝えるなら、福音によって真の慰めをもたらすことはできないだろう。その時、悔い改めと赦しは全く忘れ去られ、人々の内に根本的変化は決して生じないだろう。


  イエスは、罪人たちがご自分のもとに来るのを許されたように、病人が来るのを許された。彼には赦す用意があり、癒す用意があった。罪人はほとんど来ないで、病人だけが来る時もあった。そして、イエスは彼らを全員歓迎されたのである。ああ、諸国民がこの良い知らせを聞きますように！病人も来ることができるし、罪人も来ることができる――だれでも歓迎されるのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  二．イエスの思いやり


  
    イエスはそこを去って、ガリラヤの海べに行き、それから山に上ってそこに座られた。すると、大勢の群衆が、足なえ、盲人、不具者、おし、その他多くの人々を連れて来て、イエスの足下に置いたので、彼らを癒された。人々は、おしが物を言い、不具者が直り、足なえが歩き、盲人が見えるようになったのを見て驚いた。そして、イスラエルの神を賛美した。（マタイ十五・二九～三一）
  


  大勢の群衆がイエスのもとに来て、足なえ、不具者、盲人、おしを連れてきて、イエスの足下に置いた。イエスがおられるという知らせが、急速に広まった。もし私たちのだれかがそこにいて、自分の苦しみから解放してもらえる好機について耳にしたなら――すべてをなげうってイエスのもとに行かない人が誰かいるだろうか？


  しかし、病人がイエスのもとに行くのは常に容易だとはかぎらない。多くの人が他の人々の助けに信頼した。その人々は大いに同情してくれたし、相当努力してくれたにちがいない。それなら、どうして救い主が彼らを受け入れられないことがあるだろう？人々が間違った動機で自分のもとに来たからといって、救い主はあまり同情を示されないということがあるだろう？


  同情心のある人が見るのは、他の人々が抱えている必要だけである。決して批判や非難をしない。病人にまず説教したり、病人の内側の状態をまず調べるようなことを、イエスは決してなさらなかった。どんな罪を犯して自分の病を招いたのか、イエスは決して病人に問わなかった。そんなことは乱暴だっただろうし、病人をますます傷つけるだけだっただろう。


  それなのに、どうして私たちは、病人が十分に悔いているかどうか、祈る価値があるかどうかを調べて、せっかちに病人を裁こうとするのか？イエスは言われた、「わたしに来る者を、わたしは決して退けません」。これが、病気は「変装した祝福である」と思うことが常に誤りである理由である。病と健康――どちらが私たちにとってより有益だろうか？病気は健康よりも良いと、救い主は決して思われなかった。そうでなければ、救い主は病人を癒さなかっただろうし、弟子たちに病人を癒すよう命じられなかっただろう。


  然り、苦しまなければならない人もいる理由を、神はご存じである。神が彼らのために最善のものを選んでおられることは確かである。しかし、救い主はご自分のもとに来る一人一人の人を、深い同情をもって歓迎してくださる。そして、たちまち、盲人は見えるようになり、おしは物を言い、足なえは自分の足を十分に使えるようになる。これを覚えておこうではないか。イエスのもとに来た人々、また、イエスのもとに病人や足なえを連れてきた人々はみな、大きな信仰と希望を持っていた。私たちよりも遥かに多く持っていた。そして、イエスは無限のあわれみにより、彼らを全員癒されたのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  三．だれでも御許に行くことができる


  
    主の力がイエスと共にあって、病人を癒した。（ルカ五・十七）
  


  イエスが歩まれた所や立たれた所ではどこでも、力が彼から流れ出て、魂と体の両方を癒して回復した。心から信頼して彼のもとに来た人はだれでも助けを受けた。天の主、イスラエルの神――この神の力がイエスから流れ出て、癒しの働きを行った。このような形で神の御子が現れてくださったとは、なんと素晴らしいことだろう！


  このように優しく神が私たちに近づいてくださることは、なかなか理解しづらい。腐敗しきっていることがなんと明白だったことか。神に対する畏れが地上にはなんとわずかしかなかったことか。信心深さを装っていた人々の敬虔さはなんと偽善的だったことか。宮さえも「盗賊の巣」とされて、市場になっていたのである。


  それでもイエスは来てくださった。彼はいかなる御方だったのか？彼は裁く者としてではなく、優しさ、温かさ、愛、あわれみに満ちた者として来てくださった。だれも彼を恐れる必要はなかった。だれでも彼のもとに来ることが許されていたし、希望を持つことがだれにでも許されていた――不幸な人々や、罪人、取税人でさえも。彼らはみな御許に行くことができた。そして、御許に行った者はみな、癒されて、満足したのである。神の大使が自ら自分たちを訪れてくださったことを、だれもが喜ぶことができた。


  ご自分に近づく者たちに対して、主はとても優しく良くされたので、それが彼が神から真に来られた証拠となった。彼より偉大な者がだれかいるだろうか？このナザレ出身の人が神から来られたことを知る以上に素晴らしいことが何かあるだろうか？私たちの最も深い必要を満たせる人が他にいるだろうか？彼より偉大で、威厳のある、輝かしい者が天から下って来るのを、想像できるだろうか？まことに、ただ彼ひとりだけである。「私たちは彼の栄光を見た。それはひとり子としての栄光であった。この方は父から出て、恵みとまこととに満ちておられた」（ヨハネ一・十四）。


  イエスは今日でも同じ救い主である。それゆえ、だれにも希望がある――だれも絶望する必要はないし、イエスの忍耐と愛を疑う必要もない。あなたが何者でも、あなたは御許に行くことができる。しかし、あなたは御許に行かなければならない！恵みとあわれみを求めて、御許に行け。そうするなら、彼の優しさを存分に受けるだろう。この困難な時代にあっても、あなたは彼のあわれみを経験することができる。そして、しかるべき時に、神は「彼らの目から涙をすべて拭われる。死、嘆き、叫び、苦痛はもはやない。先のものが過ぎ去ったからである」（黙示録二一・四）。このような計り知れない希望のゆえに、彼を賛美せよ！


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  四．神の光


  
    イエスは舟に乗って海を渡り、ご自分の町に来られた。すると、人々が中風の者を床の上に寝かせて運んできた。イエスは彼らの信仰を見て、中風の者に、「子よ、しっかりしなさい。あなたの罪は赦された」と言われた。


    　すると、ある律法の教師たちが心の中で言った、「この人は冒涜している！」。


    　イエスは彼らの思いを見抜いて、「なぜ、あなたたちは心の中で悪いことを考えているのか？『あなたの罪は赦された』と言うのと、『起き上がって歩け』と言うのと、どちらがたやすいか？しかし、人の子は地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたたちに知ってもらいたい」と言い、中風の者に向かって、「起きよ、あなたの床を取り上げて、家に帰れ」と言われた。すると、その人は起き上がり、家に帰って行った。群衆はこれを見て畏れに満たされ、これほど大きな権威を人に与えられた神を賛美した。（マタイ九・一～八）
  


  この中風の人の物語は、私たちに自分自身の状況を思い出させるにちがいない。なぜなら、私たちはみな傷ついた民だからである。たとえ体に障害はなくても、私たちの存在はことごとく罪によって傷ついている。腐敗させる堕落した力が私たちの魂をむしばみ、少しずつ私たちの体をむしばむ。この力は、公然と、あるいは秘密裏に働き、私たちがそれに気づいているかどうかは関係ない。私たちの霊は肉的欲求の虜になってしまった。私たちの多くはかろうじて自分の頭を水面の上に出していられるだけである。自分の人生を浪費しているか、あるいは、より高貴な性質のものに対して鈍感になってしまっているのである。神聖な事柄は私たちから遠ざかり、永遠に価値あるものは私たちをよけている。


  死と腐敗の力が私たちを打ち倒すまで待つべきではない。この中風の人もそうだった。イエスは来て、私たち一人一人が自分の惨めな状況を悟れるようにしてくださった。この悟りによって、癒しが可能になるのである。しかし、次の事実を隠してはならない。私たちは何らかの形で傷ついているのである。私たちはみな、惨めな状態にある。真の助けが到来する時や、助けが近づきつつあるように思われる時、私たちはそこに駆けつけるのだが、この事実からこれは明らかである。どこでも、病人や不具者のための施設が建てられると、人々はそこに群がる。しかし、こうした人の助けは、イエスが持っておられた力と比べると見劣りがする。イエスが人々に触れると、命を与える力が注ぎ出たのである。


  そして今、親愛なる人よ、イエスに働いてもらいなさい。あなたの苦しみを通して、光の中に導いてもらいなさい。自分を苦しめているものを隠してはならない。イエスを通して、私たちはいっそう深く洞察できるようになり、「自分の最も深い内なる部分を実際に苦しめているものは何か？」と自問できるようになる。私たちは哀れな、弱い、惨めな人間であり、内面的にも外面的にも、何度も何度も傷ついてきた。そのような者も、キリストを通して、光に立ち返れるのである。


  自分の必要を隠して、それを陽気に無視しようとしてはならない。それはたとえ英雄的だったとしても、何の助けももたらさないし、神への賛美を生じさせもしない。むしろ、この中風の人のようになって、真の自分を見せるべきである。強がらないようにしようではないか。その代わりに、自分の惨めさを悟って、それを神の御前で明らかにしようではないか。救い主は、私たちの癒しを可能にするために、私たちの内にある間違いをすべて示すことを願っておられる。その時はじめて、私たちの周りの人々は、この中風の人の周りにいた人々のように、畏れと神への賛美に満たされるのである。


  



  ◆　◆　◆


  



  この中風の人はキリストの御前に来た。私たちも同じようにすることができる。自分自身の足で、自分を御許に引きずって行き、自分で彼に近づくこともできるし、あるいは、自分はそれを実際には望んでいなくても、この愛の奉仕を他の人々が自分に行って、彼のもとに連れて行ってくれるかもしれない。救い主が姿を現す時、数百の力が働く。間違いは公になり、神の目に明らかになる。


  キリストに見ていただくこと、裁きの目で見ていただくことですら、なんという祝福だろう。この中風の人は主の御前でそうだった。彼は震え、おののいた。しかし、その震えやおののきは、真実なものだった。まるで自分はあわれみの対象でしかなく、正すべきことは何もないかのように、誇らしげに床の上にとどまって、世話をしてもらい、病気で友人たち全員を欺くことと比べたら、その恐れやおののきはよほど真実なものだったのである。


  イエスが登場される時、真実が明らかになる。人の同情を要求してばかりではいけない。結局のところ、私たちは何も隠し通せないのである。キリストは私たちのことをお見通しであり、私たちの内側の最も深い部分を見極められる――依然として隠されていて罪深いものをすべてご覧になるのである。


  イエスは決して罪に対して寛大ではない。その正反対である。鋭い言葉を語って、ご自分の打ち場を掃き清められる。籾殻から麦を分け、心の中の感情や思いを裁定される。彼の恵みは私たちの肉的性質を粉砕する。そこには、私たちの恥を隠す覆いの余地はない。神は愛を示してくださるが、それは私たちが救い主の溶かす炎の下に来る時だけである。これを恐れる必要はない。なぜなら、神の正義はすべてを正す正義だからである。


  「自分は哀れで惨めな者だ」と感じていたとしても、すべてが失われるわけではない。もし私たちが正直なら、自分にはすがれるものが何もないことを認めるだろう。たとえ正しくて良いものが何かあったとしても、それは依然として純粋ではないことを認めようではないか。私たちに最も必要なのは、最初からやり直すことであり、砕かれた貧しい者としてイエスの裁きの前に行くことである。イエスが私たちの内に完全に住めるようにならないかぎり、私たちに誇れるものは何もない。それが実現するときはじめて、癒しが可能になるのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  五．神は望んでおられる


  
    イエスが山から降りると、大群衆がついてきた。すると、一人のらい病人が来て、彼の前にひざまずいて言った、「主よ、もしあなたがお望みなら、私を清めることができます」。


    　イエスは手を差し伸べて、彼に触れ、「わたしは望む、清くなれ！」と言った。すると、らい病は直ちに清められた。（マタイ八・一～三）
  


  一人のらい病人が、「この方は自分を助けられる」と大きな信頼を寄せて、イエスのもとにやって来た。当時、らい病は地上で最も治る見込みのない病だった。実際、これは一仕事だった――かなり大変だったのである。人の知恵を総動員しても、このように惨めな人の単純さには遠く及ばない。この哀れな人は苦しみ、恐ろしく姿が損なわれていたが、神の偉大さと力を知っていた。このように神を思う人はだれでも、神の御傍近くにやって来る。人々の間で最も惨めな人の一人がこのような確信を抱いて神の前に立っているのを見て、私たちは聖なる畏敬の念に満たされるべきである。


  「もしあなたがお望みなら、そうすることができます」と、この人は言った。「キリストにこの力がないはずはない」と、この人は考えた。キリストに力がないことはありえなかった。なぜなら、キリストは神から来られたからである。今や、その力を使うことをキリストが望まれるかどうかに、すべてがかかっている。「もしあなたにその気があれば」は、「もしあなたにあわれみがあるなら、もしあなたに同情心があるなら――あなたは同情心を持っておられるにちがいありません。もしお望みなら、あなたはそれをすることができます。私を助けるのに、それ以上のものが何か必要でしょうか？」を意味する。このように高貴な考え方が無駄に終わることはありえない。


  「わたしは望む」と主は言われた。「清くなれ！」。今、見よ――らい病はどこに行ったのだろう？らい病はもはやそこになく、消え去ったのである。このらい病人のような人が、このように子供のような心を抱く時、神は介入されるのである。ご自分の偉大さと力をだれでも信じられるようにするために、神はご自分を啓示することを願っておられる。


  「神は、もしお望みなら、何でもすることができる」と私たちは信じなければならない。しかし、ゲッセマネの園で、「わたしの意志ではなく、あなたの御旨がなされますように」と主は祈られた。苦難の杯を飲まなければならないことをイエスは知っておられたが、それにもかかわらず、免れるよう祈られたのである。すると、その時、天使が彼を力づけた。同じように、もし私たちが熱心に祈るなら、何が待ち構えていても耐えられるように、天使が私たちを静かに力づけてくれるかもしれない。そして、いつものように、主は私たちが必要としている以上のものを、私たちの期待を超えて、与えてくださるかもしれない。


  もし私たちが子供のような信仰をもって絶えず祈るなら、そして、もしそれが神の御旨なら、主は御業や奇跡によってご自分の栄光を現して、私たちに見せてくださるだろう。「もしあなたがお望みなら、そうすることができます」は、神を畏れるすべての人のための祈りである。そして、大いなる知恵により、主は「わたしは望む」と仰せられるのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  六．依然として今日も


  
    イエスは、良い働きをしながら、また悪魔の力の下にいる人をことごとく癒しながら、巡回されました。神が彼と共におられたからです。（使徒十・三八）
  


  人々が助けを求めてご自分のもとに来た時、イエスは何の手続きも用いなかったし、要求もされなかった。たった一言で助けをお与えになったのである。イエスはまた、お高くとまった強引なやり方で、どこかに引っ込んで、人々が助けを求めてやって来るのを待つこともなさらなかった。行き巡って、不幸で惨めな人々、体や魂に苦しみを受けている人々をことごとく訪問して、「すべて疲れていて、重荷を負っている人は、わたしのもとに来なさい。あなたたちに安息を与えよう」（マタイ十一・二八）と召されたのである。彼は、他のだれも助けられない人々を助ける救い主として、ご自身をお与えになったのである。


  イエスはどこか変わられたのだろうか？そんなことは決してない！彼は、良い働きをしながら、また癒しながら、様々な場所を旅された。それゆえ、その後のどの世代も彼に信頼することができたし、不幸な苦しむ人々はみな、助けを求めてどこに向かえばいいのか、常にわかっていたのである。イエスは依然として、「良い働きをしながら、また癒しながら」素晴らしいことを行っておられる。たとえ、それが目立たない形でなされていたとしても。イエスは、だれでも必要を抱えて苦しんでいる人に近づいてくださる。それゆえ、イエスこそ私たちを助けるすべをご存じの唯一の方であることを、私たちも真っ先に経験できるのである。依然として今日も、イエスは良い働きや癒しを行っておられる。問題は、「私たちは彼のもとに行くのか？」ということなのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  七．彼は私たちの苦悩を担われた


  
    夕方になると、悪鬼に憑かれた大勢の人がイエスのもとに連れて来られた。イエスは一言で霊どもを追い出し、病人をみな癒された。これは預言者イザヤによって語られた、「彼は私たちの患いを引き受け、私たちの病を担われた」という言葉が成就するためであった。（マタイ八・十六～十七）
  


  イエスの時代と今の時代の両方とも、この世の中に存在する欠乏や苦しみの大きさは、どれほど述べたとしても誇張しすぎるおそれはない。救い主はあらゆる種類の病を癒されただけでなく、悪鬼に憑かれた者をも癒された。人々が彼のもとにやって来たが、その人々は抑制のきかない人々や、自分の身内の者たちに途方もない痛みを与えている人々だった。というのは、その人々の内側にいる異質な霊が、彼らを激昂させ、荒れ狂わせ、叫び声を上げさせ、手に負えない者にしていたからである。


  当時がこのような状況だったのだから、今日、いわゆる精神病や精神障害がどれほど多く存在しているか考えてみよ。それでも、「その人々は取り憑かれている」とはだれもあえて言わない。しかし、私はイエスの時代を思わずにはいられない。当時、取り憑かれている者が大勢彼のもとに来た。今日、私たちの間には、同じように病んでいる数千の人々がいる。


  しかし、人々を抑圧していた霊どもをイエスがどのように支配されたのか、福音書を読むとわかる。彼は御言葉によって霊どもを追い出された。これはみな、マタイがイザヤ書から引用しているように、預言者によって語られた、「彼は私たちの患いを引き受け、私たちの病を担われた」という言葉が成就するためだった。


  イザヤ書のこの節は、文字どおりには、「確かに彼は私たちの痛みを引き受け、私たちの苦しみを担われた」（イザヤ五三・四）と述べている。イザヤが語っているのは、病や患いからの解放よりも、罪からの解放である。しかし、意義深いことに、マタイは患いについても述べている。主の僕は私たちの苦悩をすべて担うことを願っておられる、と述べている。イエスは病気や病をすべて取り去り、こうして私たちの患いを担われた。まるでイエスが病人の病気を自分のものにして、癒す力を与えてくださった御父の御前でその病人の代理人になられたかのようである。


  私たちが互いにとりなす時はいつでも、同様のことが起きる――私たちはまるで自分自身のために祈っているかのように、他の人々の病を引き受けるのである。神へのとりなしが真実なものになるのは、私たちが互いにとても深い思いやりを持ち、お互いの痛みにあずかる時だけである。つまり、私たちが真の同情を持つ時だけである。


  私たちの使命は、あわれみに満ちておられたイエスを示すことである。私たちのなすことはみな、彼の御名の中で、彼の霊によってなされなければならない。「互いに重荷を負いあいなさい。そうすることによって、キリストの律法を満たすことができます」（ガラテヤ六・二）。しかし、私たちは用心しなければならない。私たちが自分自身の力で行うことはみな――とりなしも含めて――何の価値もないのである。


  ああ、イエスが約束して、ご自分の血をもって印を押されたもの――救いのための神の力――を、私たちが完全に得る時が来ますように。神の救いの力は傷をすべて癒し、体の傷をも癒す。彼を求めるすべての人にこれが約束されているのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  八．彼は私たちの必要を知っておられる


  
    なぜなら、私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではなく、あらゆることで私たちと同じように試みをお受けになった方だからです――それでも、彼は罪を犯されませんでした。ですから、私たちは神の恵みの御座に確信をもって近づこうではありませんか。それは、必要なものがある時に、あわれみと、助けとなる恵みとを見いだすためです。（ヘブル四・十五～十六）
  


  生活が過酷で祈れないように感じる時がある。自分にはもはや何の信仰もない、とさえ感じるかもしれない。救い主は自分から遠く離れておられて、自分はもはや救い主のものではないように思われたり、そもそも自分は最初から正しい道にいなかったように思われる。自分は地獄にいて、恐怖と「自分は失われている」という感覚に捕らえられてしまったかのようである。「生まれてこなければよかったのに」と願いさえするかもしれない。痛みはあまりにも大きく、未来にはあまりにも希望がない。


  あなたの魂から暗闇がすっかり取り除かれるようにあなたを導くことを、私はどんなに願っていることか！しかし、そのような苦悩を一度に吹き払うことは不可能である。それには恵みの時を待たなければならない。しかし、今この時も、救い主はあなたに多くのものを与えることができる。ただしそれは、あなたが静まって、救い主に望みを置く場合に限る。自分の状態に関して幼子のようであり続けるなら、あなたは「すべてが失われてしまった」とは思わないだろう――たとえ自分の内側にそれとは調和しない声を聞く時でも。救い主はあなたを慰めるためにそこにおられる。静まれなくても、心配してはならない。そうできなくても害はない。できないことは罪ではない。救い主はあなたを愛しておられる。あなたの溜め息のゆえに。


  思い出せ。イエスは肉体を取って、あなたの欠乏の中に来てくださった。それは、神はあなたの苦難に無関心ではないことを、あなたが知るためである。あなたは溜め息をついて泣いており、不幸であり、救い主を求めて嘆いている。それをあなたが正しい仕方でしているかぎり、それは結構なことである。救い主は、「動機が正しい者は幸いである」とは言われなかった。「霊の中で貧しい者は幸いである。嘆く者は幸いである」（マタイ五・三～四）と言われたのである。これを信じよ！


  救い主を感じられないときは、なおさら救い主を信じよ。神の愛を最も身近に受ける者たちは、まさに見ずに信じる者たちである（ヨハネ二〇・二九）。感じずに信じる人々にも、同じことが言える。敵はしばしば私たちの感情を乱す。しかし、私たちの信仰に触れることはできない。あなたが屈しないかぎり、悪魔はあなたの信仰に打ち勝てない。


  自分には信仰がないと、あなたは時々感じるだろう。しかし、内側深くでは、依然として信じているのである。それゆえ、自分の信仰を信じよ。状況は良くなる。キリストはそこにおられる。たとえ、少しばかり隠れておられたとしても。地獄を恐れることすらしてはならない――キリストは地獄にもおられるのである。溜め息をついて願い求める人は、一人も失われることはない。主がご自分の栄光を啓示されるのは私たちのためである。思い出せ。救い主はあなたのためにとりなしておられ（ローマ八・三四）、あなたが心から望んでいるかぎり、介入して助けざるをえないのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  九．開かれよ！


  
    ある人々が、耳が聞こえなくてほとんど話せない人をイエスのもとに連れてきて、手を置いてやってくださいとお願いした。


    　そこで、イエスは彼を群衆の中から連れ出して、その両耳に指をさし入れ、それから、つばきをしてその人の舌にさわり、天を仰いで深い溜め息をつき、その人に「エパタ！（『開かれよ！』を意味する）」と言われた。すると、その人の両耳が開かれ、その舌のもつれも解けて、はっきりと話し始めた。（マルコ七・三二～三五）。
  


  救い主は、私たちのために戦う戦士として、私たちの間に立っておられる。彼は溜め息をついて天の御父を仰ぎ、それから大声で「エパタ！開かれよ！」と呼ばわられる。おそらく、イエスのもとに来たこの人は、御許に来るには気が小さかったのだろう。救い主が自分を連れて行って自分に触れた時、この人はきっと不安だっただろう――イエスがそうされた理由を、実際のところ、理解していなかっただろう。しかし、そのとき突然、「エパタ！」と共に、彼の両耳は開かれ、彼は宣言できたのである、「知らせは本当です。イエスは、罪と苦しみを終わらせることができる主です。私はこれを経験しました。賛美と感謝、神にあれ！」。


  愛する人よ、この「エパタ！」が私たちの世界の歴史の結末でなければならない。救い主は今も忙しく働いており、私たちが聞いている福音を行動に移しておられる。しかし、救い主はまた、個人的に、秘密裏に、私たちに近づかなければならない。そして、秘密裏に、御父の御座の前で私たちのために祈らなければならない。そしてついには、この偉大な「エパタ！」が到来して、全世界を揺り動かすのである。


  当面の間、すべては隠されている。イエスの勝利が大きければ大きいほど、その勝利は秘密裏になされなければならない。この人が救い主によって連れ出された方法は、人類が全体として救い主によって連れ出される方法の一例である。静かに、しかし深い情熱をもって、イエスは人類を御父の御座の前に連れて行ってくださる。


  それゆえ、神の祭司の民である私たちは、病を足下に投げ棄てなければならない。私たちは彼に叫ばなければならない、「親愛なる救い主よ、あなたは主です。こんなにも多くの人々が偽りの神々に従っていることに、私たちは耐えられません。なぜなら、あなただけが主であることを、私たちは知っているからです。ですから、私たちはここにいます。平穏にあなたから去ったりはしません。あなたが来られたのは、私たちを助けるために、天の父の御前で私たちの代表となるためだからです」。このように私たちは彼に懇願しなければならない。これが教会たる私たちの任務である。


  おお、あなたたち、親愛なる方たちよ。人々の諸々の罪や苦難が理由で、こんなにも多くのクリスチャンたちがもはや人々を救い主の御許に連れてこなくなっているのを見る時、私はしばしばとても悲しくなる。罪人たちと救い主との間で天の門が閉じるのを許してはならない。苦しむすべての人々のために、病んでいるすべての人々のために、天の門は開いたままでなければならない。もし福音がこのためでなかったとしたら、自分が福音を信じられたかどうか、私にはわからない。


  これを私たちの内側に堅く確立しようではないか。そうするなら、この「エパタ！」到来に向けて、私たちは役に立つだろう。十字架につけられて死者の間から復活した方を敬えば敬うほど、終わりの時代、この「エパタ！」はますます大きくなる――最初に神が「光あれ！」と言われた時のように。然り、いつの日か、「エパタ！開かれよ！」を私たちは耳にするのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  十．自分自身をささげよ


  
    さて、アベルは群れを飼い、カインは土を耕した。日がたって、カインは地の産物を主へのささげ物として持ってきた。アベルもまた、自分の群れのういごの中から肥えたものを、ささげ物として持ってきた。主はアベルとそのささげ物を目にかけられたが、カインとそのささげ物を目にかけられなかった。そこでカインは大いに怒って、顔を伏せた。（創世記四・二～五）
  


  祈る時、私たちは犠牲を払わなければならない。まず、何かを明け渡さなければならない。これがアベルとカインの違いである。自分のささげ物と共に、アベルは自分自身と持ち物すべてを与えた――肥えたものを与えた。しかし、カインは自分のために何かを取っておき、自分のささげ物から何か得られると期待した。この二人の間には大きな違いがあったのである。


  私たちはささげ物をする時、利己的に行うこともできるし、真の明け渡しの中で行うこともできる。自分のことだけ考えて祈る人々もいる。彼らは密かに、神からできるだけ多く得たいと願っている。しかし、他の人々は自分のことなど全く考えず、神に自分を所有していただくことだけを願っている。ここにも、大きな、大きな違いがある。


  人生が手に負えなくなって、恐れに捕らわれる時もある。カインのように、私たちは身震いし、祈り、神にささげ物をささげる。しかし、私たちがそうするのはただ、自分のために速やかに助けを得て、恐れを取り除いてもらうためなのである。私たちは少しばかりへりくだって、「親愛なる神よ、助けてください！」と叫ぶ。しかし、その後も、私たちは元のままであり、いつものように生活を送る。またもや私たちは自分の家、自分の健康、自分の金や持ち物を自分のものにして、自分で自分の幸福に配慮できるようになる。おそらく、依然として、時々は祈ったり、感謝をささげたりするだろう。「神は親切です。神がおられなければ、事は私にとって都合良く運ばなかったでしょう」。しかし、その間ずっと、私たちは自己中心性に満たされているのである。


  私たちが祈る時、何をささげるのか、何を犠牲にするのかは、あまり重要ではない。旧約聖書の中の人々は、小さな鳩や雄牛をささげることができたが、同じことだった。神にとって、自分のもとにもたらされるものが多いか少ないかは、重要ではなかった。重要なのは、それが利己的にささげられたのか、それとも喜んでささげられたのか、であった。そして、今日もなお、利己的に祈るのか、それとも真の明け渡しの中で祈るのかが、重要なのである。


  注意しようではないか。私たちの祈りやささげ物が利己的な動機からのみ発している場合、神はそのような祈りやささげ物をお望みにはならない。もし私たちが地上で神のために、そして神の王国のために燃えないなら、私たちの宗教は劣化したしっくいのようなものである――それはまたもや倒れるであろう。自分のささやかなあらゆる苦しみのために祈っても役に立たないし、神に対して何の効果もない。そのような祈りは真の祈りを殺す。アベルがカインに殺されたように。教訓としようではないか。神が完全に私たちを得られるかどうかに、すべてがかかっている。それゆえ、自分の全存在を神にささげよ――これこそ大切な唯一のささげ物なのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  十一．神の御旨


  
    さて、聞きなさい、あなたたち、「今日か明日、これこれの町に行って、そこで一年過ごし、商売をして金を儲けよう」と言っている者たちよ。あなたたちは、明日何が起きるのかさえ知らないのです。あなたたちの命は、いかなるものか？あなたたちは、しばらくの間あらわれて、それから消えて行く霧です。むしろ、あなたたちは、「主の御旨なら、私たちは生きながらえて、あの事やこの事をしよう」と言うべきです。ところが、あなたたちは自分の驕った計画で高ぶっています。このような高ぶりはみな邪悪なことです。ですから、もしだれかがなすべき善を知っていながらそれをなさないなら、それはその人にとって罪です。（ヤコブ四・十三～十七）
  


  私たちは、何をなすべきかを神に告げてはならない。最終的に神が聞き届けてくださるまで祈り続けるのを、控えるべきですらある。そのような「信仰」は主に対する抵抗であり、反逆ですらある。「もしそれが主の御旨なら」という言葉を祈りの中に入れたとしても、それは誤魔化しである。正直な人なら認めるだろう。そうした言葉を私たちが入れるのは、そうすべきことがわかっているからにすぎないのである。しかし、実のところ、神の御旨がなされることを、私たちは欲していないのである。


  「神の御旨がなされますように」と祈る時、私たちは内面的に無条件に、この御旨を受け入れる覚悟をしなければならない。容体が悪くなり続けているように思われる時、自分の健康やだれか他の人の健康の回復を、特に求めてばかりいるのは、正しいことではない。絶え間なく祈ってもだれの助けにもならない――病の中にある自分自身や他の人々の助けには、なおさらならない。そのような祈りは私たちのストレスや不安を強めて、私たちの霊の命を妨げるだけである。


  これは、諦めなければならない、という意味ではない。時として、最終的に助けを与える前に、容体が悪くなるのを（その理由を神はご存じである）、神はお許しになる。つまり、こういうことである。癒しと健康を求めて祈る時、私たちはもっと静かにして明け渡さなければならないのである。大切なのは神の御旨である。神の御旨に対する真の明け渡しと服従は、すべてを神の御手に委ねることである。それは、神の助けが到来する時、それがどんな形で到来したとしても、その助けが私たちの条件に従ってではなく、神の条件に従って到来できるようになるためである。


  また、死ぬとか死なないとか、あまり言わない方がいい。私たちの命はみな、霧である。ここで私たちはさらに静まらなければならない。そして、たとえ主の御心が何であれ、沈黙のうちに待たなければならない。もし死がドアを叩くなら、生と死のどちらに対しても心の準備をしなければならない（ピリピ一・二〇～二六）。もしあなたの知人のだれかが同様の状況に直面しているなら、神の御心が何であれ、手放して受け入れるよう、彼らを助けよ。明日どうなるのか、私たちのだれも知らない。私たちは覚悟していなければならない。そうするなら、すべてが正常になるだろう。神は謙遜な者に恵みをお与えになる。そして、まさに、最も謙遜で、神の御旨を行う者が、豊かな恵みを受けるのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  十二．神が待たれる時


  
    主はあなたに恵みを施すことを願っておられる。それゆえ、主は立ち上がって、あなたに同情を示される。主は義なる神だからである。すべて主を待ち望む者は幸いである。（イザヤ三〇・十八）
  


  時として、神はもはや私たちのことを顧みてくださっていないかのように、神はご自分の民を忘れられたかのように思われる。昔のイスラエル人はそう思い、そう述べた。しかし、彼らが恵みを求めてどんなに叫んでも、助けは来ないように思われた。最悪の運命が差し迫っているように思われた。


  しかし、預言者イザヤはイスラエルに言う。神は恵みを施すのをやめたわけではなく、イスラエルに恵みを施すのを願っておられるのである、と。イスラエル人は神の恵みを待ち侘びていたが、それと同じくらい、神は恵みを施すことを（言わば）待ち侘びておられたのである――実際に、神は恵みを施すことを願っておられた。神は彼らに対して無関心ではなかった。彼らに対して再び恵みを示せるようになるまで待たなければならないことは、神にとって苦痛であった。


  これは何を意味するのか？恵みを施すことを神は待っておられるのだとすると、神が待っておられるのには理由があるにちがいない。そして、その理由は私たちの側にある。神は私たちの中にある何かを見ておられる。何か正しくないもの、何か神の恵みを妨げるものを見ておられる。それゆえ、この邪魔物が除かれるまで、神は待たなければならないのである。イスラエル人は、はばかりなく偽りの助けを他所に求めた――隣国や他の神々から求めた。これでは、どうして神は彼らに恵みを施して助けられよう？それでも、依然として、神はあわれみを示すことを願っておられる。


  私たちもまた、せわしなく無数のことを試みている。そうすることによって神からますます遠ざかっているとも知らずに。しかし、神は私たちを祝福することを願っておられる。神は、私たちの心と、私たちの二心なき信頼を得ることを願っておられる。それは、私たちに恵みを施せるようになるためである。しかし、私たちが自分の心と信頼を神に与えないなら、神は待たなければならない。そして、私たちもまた、不幸のうちに待たなければならない。


  ああ、これ以上主を待たせることがありませんように！そうするなら、私たちが大いに必要としている助けを、神は与えることができる。神には用意があり、私たちにあわれみを示すことを望んでおられるのである。


  おお、主よ、私たちにあなたのあわれみを示してください。あなたの恵みを妨げて、私たちに恵みを施すことからあなたを遠ざけているものを、すべて取り除いてください！アーメン。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  十三．あなたの心を与えよ


  
    わが子よ、あなたの心をわたしに与えよ。あなたの目はわたしの諸々の道を楽しめ。（箴言二三・二六）
  


  主が最終的に私たちから望んでおられるものは何か？私たちの心である。ここかしこで少しばかり礼儀正しく生活行動すること、自分たちの徳や達成をこころよく思うこと、尊敬される人生を送ること――このようなものはどれも、主が求めておられるものではない。神はあなたの心を、あなた自身を、あなたの真の自己を望んでおられる。最終的に重要なのは、あなたがあわれみ深い神を愛することであり、神があなたの心を完全に得ることなのである。


  善を求めて励む心は、神を仰ぎ見る。このような心は、神の恵みの奇跡によって、幸いにされる。神の恵みは常に、神を求める心に与えられる。そして、助けが来る時、あなたの心はさらなる愛で溢れ、自分を縛って純粋でなくさせるいっさいのものから解放されるのを、あなたは感じる。あなたは心から喜ぶ――御霊が要求されるものを何でも、自由に与えたり差し控えたりすることができるようになる。他の何かやだれかに合わせる必要をもはや感じなくなる。なぜなら、神に対するあなたの愛によって――この方にあなたは属しているのである――あなたは堅く立つようになるからである。あなたの心は、神にとって喜ばしいことのために高鳴り、神に反対してなされるあらゆることのゆえに痛む。


  幸いで安全なのは、自分の心を完全に神に与えた人である。イエスを見上げさえするなら、これはなんと易しいことか。イエスは神の御子であり、私たちの兄弟である。イエスの純粋な心は、私たちに手を差し伸べている。


  もし自分の心をイエスに与えないなら、あなたは徐々に人生の帰趨に困惑するようになるだろう――特に、状況が悪化する時や、苦しまなければならない時に。あなたは、神が自分をどこに導いておられるのか、わからなくなるだろう。そして、文句や不平を言うよう誘惑されて、苦々しくなるだろう。状況を人間的観点から見るようになるだけでなく、疑いや不信仰に陥る危険を冒すだろう。その時、あなたの善良さや霊的努力は、何の役にも立たないだろう。


  あなたが御旨の中で喜ぶことを、神は望んでおられる。それゆえ、へりくだりと感謝をもって、御旨を受け入れよ。神があなたの心を得る時、神はあなたを導いてくださる。環境や、あなたに押し迫る旋風のような出来事によってではない。御言葉によってである。神から送られてきたものを受け入れるすべを、あなたは知る。なぜなら、独立した意志や、自分自身の自己意志を持つことを、あなたはやめたからである。


  日々、自分の愛と心を新たに神に与えることを、あなたが学びますように。それは、神の諸々の道が――たとえそれが荒っぽい時でも――奇妙で不愉快なものに見えるようなことがないためである。あなたの心を明け渡して、あなたの目は神の諸々の道を楽しめ。たとえ他に何が起きようと起きまいと。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  十四．あなたの心配を主に委ねよ


  
    あなたの心配を主に委ねよ。主があなたを支えてくださる。主は正しい人が震われるのを決してお許しにならない。（詩篇五五・二二）
  


  心配に苦しんでいる私たち、恐れに満ちて悩んでいる私たちは、「自分の心配を主に委ねる」べきである。言い換えると、私たちはそれらを投げ棄てて、主に委ね、主に顧みてもらうべきである。


  そうするのは――すべてを主に委ねることは――必ずしも容易ではないことを、私は理解している。私たちはこれを試みて行うが、依然として重荷を負ったままである。依然として、心配事が私たちの上にのしかかっている。どういうわけか、私たちの信仰や信頼は不十分であり、重荷をどう下ろせばいいかわからない。私たちは祈るのだが、そのあと、まるで祈らなかったかのように行動してしまう。私たちは、「主よ、主よ、この荷を負ってください」と言うのだが、それでも心配をやめない。そして、「神は自分の嘆願を聞いてくださったのだろうか？」と疑う。私たちは二心の子供である。見えない方に――この方を見たかのように――まだしがみついていないのである。


  とても重い荷を運んでいるとしよう。その重さのせいで、あなたはほとんど動けない。ついに、その荷を下ろしてくれるだれかをあなたは見つける。なんという軽やかさと解放感を、あなたは感じることか！神に何かを委ねる時、私たちはこう感じるはずである。神は私たちを助けてくださる――これは神の信頼に足る約束である――しかしこれは、私たちが子供のように、自分の心配だけでなく自分自身をも与えて、神に顧みてもらう場合である。神は信実な方であり、私たちを落胆させたりはされない。神が私たちをさまよわせる時、堂々巡りの道に導かれる時、暗闇が私たちの周りで深まる時でさえ、神は私たちを世話してくださる。神は常に、私たちに対する御旨の目標に、私たちを導いてくださる。


  長いあいだ平安を得られないことも時々ある。しかし、主は私たちが震われるのをお許しにならない。助けは来る。時間内に必ず来る。だから、恐れるな。信実さを保ち、神の御前に誠実であれ。そうするなら、あなたは絶望することはないし、気落ちすることもない。耐え忍ぶ者は、ついには、神の遅れがいかに益だったかを理解するのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  十五．あなたが求める前に


  
    あなたたちが祈る時、異教徒のように話し続けてはならない。なぜなら、彼らは言葉数が多ければ聞き入れてもらえると思っているからだ。彼らの真似をしてはいけない。なぜなら、あなたたちの父は、あなたたちが求める前から、あなたたちの必要をご存じだからである。（マタイ六・七～八）
  


  祈りの言葉を十分はっきりと発しないなら、その意味を正確に神に説明しそこなうなら、また、十分な熱心さをもって、大きな声で神に向かって話さないなら、その祈りには効果がない、と多くの人が思っている。しかし、そうする時、祈りはあまりにも誇張されたものになってしまう。それで、私たちの救い主はそのような祈りを禁じてさえおられる。


  私たちから祈る気を失せさせることをイエスが願っておらないのは明らかである。イエスの論点は、祈る時には平衡感覚が必要だということである。一度祈ったら、静かにしなければならない。自分の種を蒔いた農夫のようでなければならない。助けが来るのは、あなたが信仰の中で静かにしている時だけである。病の中にある時や、他の必要を抱えている時、静まって神の王国を見上げることを学べ。


  私たちは自分の必要を御父に数語で知らせることができる。大騒ぎは不要であり、安息が保証されている。つまり、私たちの必要や、私たちを助けるためになすべきことを、神はすでにご存じである。自分たちの要望をあまり詳しく神に説明する必要はないし、自分の必要を神に確実に知ってもらおうと努め励む必要もない。神はごく小さな問題でも知っておられ、御心に留めておられる。全く言葉を発しなくても、私たちは天を仰いで、神に向かうことができる。具体的な実際の問題について祈る時や、自分を特に悩ませている問題について祈る時でも、そうすることができる。自分に必要だと思っていたものは実際には必要ないこと、そして、今の状況のただ中でも道を見いだせることが、わかるかもしれない。


  これは――自分たちが願わなくても、まるで万事は自然にうまくいくかのように――成り行き任せでよい、ということではない。また、神の足下に短く急いで要求を置けばよい、ということでもない。そんなことをすれば、私たちは神をたちまち見失い、「神の助けがなくても、すべて与えられる」と思い込み、神に感謝するのを忘れてしまうだろう。そして、信じる心を失い、その結果、神の真の子供ではなくなってしまうだろう。


  イエスは、「あなたが求める前に」と言われた。それゆえ、私たちは自分の要望を神に知ってもらう必要がある。さもないと、受けられたはずの多くのものを、受け取れないだろう。私たちが心からの願いをもって御許に行くことを、神は決して不快に思われない。本当の子供なら何でも求める。神は自分に耳を傾けてくださることを知っているからである。私たちは自分の重荷や必要をすべて神に持ち出すべきである。なぜなら、そうするとき、少なくとも、あらゆることで神は与え主であることを、私たちがますます自覚する助けになるからである。


  神は常に私たちの益を心に留めておられる。神は父親の思いやりで私たちの様々な必要を顧みておられ、私たちが御許に来るのを熱心に待っておられる。神は私たちのことを忘れてはおられない。そう思うよう誘惑されていると感じる時はなおさら、神はすべてご存じであって、自分たちを世話してくださっていることを思い起こすべきである。事実、神は私たち以上に、私たちやその必要をよくご存じである。単純な子供のような祈りは、御心を動かすのに十分である。そして、神の豊かなあわれみの中からその幾らかをあなたにもたらして、あらゆる種類の恐れや困難からあなたを救い出すのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  十六．あなたの心を解放せよ


  
    ですから、あなたたちはキリストと共によみがえらされたのですから、あなたたちの心を上にあるものに置きなさい。そこにキリストはおられて、神の右に座しておられるからです。（コロサイ三・一）
  


  困難に圧倒される時、自分の心を解放することを学べ。たとえきわめて恐ろしい病に苦しんでいたとしても、もはや耐えられそうにない時、一日中祈りと溜め息のうちに過ごす時、自分の心を解放せよ。自分の心の中から病を追い払え。自分の心を上にあるものに置いて、自分の心を神に治めてもらうようにせよ。望むなら、あなたはたくさんの病を背負い込むこともできる。しかし、病はあなたの心に似つかわしくない。私は言う、あなたの心を解放せよ。自分の心から不幸を追い払え。そして、自分の十字架を負え。


  病に打ちひしがれないようにしようではないか。なぜなら、そもそも病とは何か？もし私たちが命の雰囲気の中に生きるなら、病は霧のように消え失せる。私たちはこれを何度も経験するし、医者もそうである。私たちが経験する数々のひどい霧は、最初見た時ほど濃くはない。それらの霧は消え去る。ある時点で生じるが、間もなく消え去って、それがどこから来てどこへ行ったのかを言える人はだれもいない。


  それゆえ、あなたの心を解放せよ。もしそうしたければ、自分の頭を些事で悩ませるがいい。しかし、救い主なる神が、あなたの心の中に臨在しなければならない。自分が何の役にも立たなくなるほど、つまらないことに縛られてはならない。多くの人々は麻痺している。多くの些事にかまけているからである。特に、痛みや苦痛が自分の心の中に入り込むのを許しているからである。


  自分を自由に保て。どん底の苦難の中でも、きわめて不幸な環境の中でも、つまり、どんな境遇の中にあっても、喜んでキリストに仕えられるようになるためである。何ものにも心を曇らされてはならない。自分からのもの――自分に関する配慮や心配――によって、いささかも曇らされてはならない。むしろ、祈りと感謝をもって、自分を新たに神にささげよ。こうして、あなたは地上で神に栄光を帰すのである。そして神は、あなたにのしかかるいっさいのものの上に、あなたを引き上げてくださるのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  十七．自分の十字架を負え


  
    だれでもわたしの弟子になりたい者は、日々自分を否み、自分の十字架を負って、わたしに従わなければならない。（ルカ九・二三）
  


  イエスが来られたのは、悪魔の働きをすべて滅ぼすためである。あらゆる種類の暗闇に対して――病も含めて――戦うよう私たちが召されているのは、これが理由である。しかし、この戦いには何が必要なのか？「欠乏や病から助けてください」と自動的に神に祈るようになる、というわけではない。むしろ、まずキリストの死に向かって、この世の罪や苦難に対する――自分自身の体の病も含めて――自分の咎を悟る必要があるのである。


  神が私たちの生活の中でしかるべき地位につくことが優先課題である。言い換えると、神の恵みとあわれみを不当に利用しようとするいっさいのものに対して戦うために、また私たちの救い主であるキリストを自分の小間使いにしようとするいっさいのものに対して戦うために、私たちは自分にできることは何でもしなければならないのである。神には、私たちに対する義務はない。自分を否み、自分の十字架を負わなければならないのは私たちである。私たちが仕えるべきは神の栄光である。私たちはすべてを手放して貧しくなる覚悟をしなければならない。それは、ただキリストだけが高く上げられるためである。


  神の御前で乞うのを後にして、その代わりに、神の御旨のために正義を行う方法を求めようではないか。自分の必要を脇に置いて、悔い改めのわざを正直になせ。ブツブツ言ったり嘆いたりせずに、喜んでそうせよ。自分を裁きに委ね、自分の内面生活を方向転換して、自分自身や自分の必要を見るのをやめよ。むしろ、神の王国のために自分を犠牲にせよ。神のために熱心になれ。そうするなら、神はあなたの人生が恥に終わるようにはされない。苦しみや悩みがひとりでに消えて行くことにあなたは気づくだろう。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  十八．たとえ地獄でも


  
    キリストも、ひとたび罪のゆえに死なれました。あなたたちを神にもたらすために、義なる方が不義な者のために死なれたのです。彼は体においては死に渡されましたが、霊においては生かされました。生かされた後、彼は獄に捕らわれている霊どものところに行き、宣べ伝えられました。（中略）死者にさえ福音が宣べ伝えられたのは、これが理由です。すなわち、彼らは体においては人の基準にしたがって裁きを受けるが、霊においては神にしたがって生きるようになるためです。（一ペテロ三・十八～十九、四・六）
  


  死後、イエスは地獄に下って行かれた。なぜなら、地獄でもご自分に耳を傾けることを欲する人々を彼は得なければならないからである。彼はまた、ご自分に耳を傾けることを欲する人々を、あらゆる病、あらゆる暗闇の中にも得なければならない。それゆえ、癒しや解放を受けられないものは何もなく、諦めるべき理由は何もない。


  あなたが救い主を自分の状況の中に招き入れるとき、その状況がいかに困難で厄介なものでも、あなたの内に、またあなたを通して、贖いが現実のものになる。「主よ、私をあなたの御手の中におさめてください。あなたの統治の下にいさせてください」と祈ることの方が、苦難に遭わずに生きることよりも、遥かに重要である。このような姿勢を持つ人はだれでも、神の王国の中で実際に役に立てる。


  あなたが神の王国だけを心に留めて、喜んでイエスの重荷にあずかるとき、あなたの苦難は空しくない。それゆえ、道を開いて、あなたの存在そのものの中に、あなたの苦難の中に、イエスを招き入れて、そこで彼に仕えよ。この戦いの中に完全に飛び込まなければならない。しかし、その時、救い主が来てくださるのである。中途半端な手段をすべて捨てて、自分の偽りの神、偽りの助け、偽りの希望、偽りの喜びを、すべて根こそぎにしなければならない。唯一の希望、唯一の喜び、唯一の信仰、唯一の愛――これは天におられる私たちの父である。私たちは父と共にいたいのである。


  幾ばくかの信仰と幾ばくかの絶望、幾ばくかの喜びと幾ばくかの悲しみを取って――それを一緒にして綺麗な花束にできると思ってはならない。そんなことには真心がこもっていない。神が望んでおられるのは、真心からの「ハレルヤ！」である。私たちは苦難の中に体も魂も飛び込んで、苦難が神の誉れと栄光になるようにしなければならない。


  自分が神の子供であることを覚えよ。自分自身と自分に与えられたものに誠実であれ。この希望にすがるなら、たとえきわめて大きな不幸や暗闇の中でも、たとえ死の中でも、あなたは力、慰め、決定的勝利を受けるだろう。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  十九．主を待ち望め


  
    私は確信しています、生ける者の地で主の優しさを見ることを。主を待ち望め、強く、かつ勇敢であれ。主を待ち望め。（詩篇二七・十三～十四）
  


  「生き延びるために全力を尽くせ」と命じている節を、私は聖書の中に一つも知らない。たとえそのような節があったなら、結局のところ生と死を支配する唯一の主である神に対して、あまりにも強大な力が私たちにあることになっていただろう。まるで、自分自身の力で何とか生きなければならないかのようだっただろう。聖書が私たちに告げているのは、忍耐して主の助けを待ち望め、ということである。


  命を救って生き延びるために、すべてを試みて行い尽くすことは、ほとんど反逆であるように思われる。それに加えて、生き延びることが常に自分の義務だとするなら、どこで線を引けばいいのか？戦争時の臆病者や脱走兵はどうだろう？自分の命を惜しんだことは正当化されるだろうか？医者は自分の命を危険にさらして、きわめて伝染しやすい病にかかっている人々をも訪問する覚悟をしていなければならない。何としても自分の命を守るよう強いられるなら、実際にジレンマに陥るだろう。疑いもなく、自分の身を救うことよりも遥かに重要な問題がかかっているのである。


  もちろん、医者にかかるのは悪いことではない。たとえ戒められたとしても、医者に任せるべきである。医者の手を拒絶することは、その専門に対するつれないとげとげしさを示すだけでなく、信仰に対する過剰なこだわり――信仰が万事を成就しなければならないというこだわり――をも顕わにする。


  問題は、半狂乱になってあらゆる手を尽くすことである。死に物狂いであらゆる手を尽くす人々は、アサ王に下された非難（歴代誌下十六・十二）の下に陥るおそれがある。医療の助けを用いるつもりなら、それが真に有益であることを、少なくとも確信するべきである。これを確信している時だけ、最善を尽くすことが正当化される。しかし、あらゆる手を尽くすこと――特に闇雲にそうすること――は、ほとんど罪である。


  たいていの医者は常に助言を与えようとしていることを、私たちは知っている。医者はみな、たとえ互いの間に食い違いがあったとしても、成果を上げることを約束する。医者同士が食い違っている場合、私たちはどうするべきか？事実、少し後に下がって正直に考えるなら、そもそも人の乱暴な治療にどれだけ信頼性があるのか？医者に信頼することで、どれだけ神に対する敬虔な姿勢を示せるというのか？私はこれを信仰や信頼だとは言わない。主こそ唯一の真の医者である。それゆえ、神が許された手段を用いる時でも、それらの手段が決定的助けになるかのように、あまり重視しすぎてはならない。


  主を待ち望むよう私たちは召されている。もう一度言うが、被造物の中に神が備えてくださった良い物を利用してはならない、ということではない。しかし私たちは、それらのものに信頼することにあまりにも慣れきっており、そのため、主の優しさを経験していないのである。信仰に欠けているせいで、私たちは使徒たちとは違って奇跡の時代に生きていないのである。信仰がなしうることに、私たちは常に開いていなければならない。しかし、治療法を見つけるために地の果てまで行くようでは、どうしてこれが可能だろう？医者から医者へと駆け巡るようでは、途方もない費用をかけて数百マイル遠方に住んでいる専門家にかかるようでは、時間と力を費やし尽くしているようでは、臨終間際になっても非常手段を用いているようでは、どうしてこれが可能だろうか？


  私たちが自分の力を試したり、自分の力で助けを探している時、主はますます後退される。しかし、主によって割り当てられた領域の中に謙遜にとどまり、身近にある大小の手段を用いて、「実際の助けはただ天からのみ来る」と信じる人に、最善の報いがある。神に信頼する人、神が働かれるのを待ち望む者は、主が自分のもとに来てくださること、自分の命が実際に保たれることを経験する。


  それゆえ、主を待ち望め。救いの到来の時に心の思いを向けよ。救いの時の前味わいを求めて大胆に祈れ。そうするなら、あなたはきっと最高の助けを見いだすだろう。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  二〇．賛美を歌え


  
    主を賛美せよ！私たちの神に賛美を歌うのは、なんとよいことであろう。主を賛美することはなんと楽しく、ふさわしいことであろう！（詩篇一四七・一）
  


  主を賛美するのはよいことである。賛美は楽しく、ふさわしい。不平や落胆よりもずっとよい。よく耳を傾けよ。賛美を歌うのはよいことである。賛美はまことにふさわしい。特に、幸運に恵まれず、悲しんだり落ち込んだりして当然の人々からの賛美はなおさらである。彼らの賛美を聞くと、なんと感動することか。私たちの残りの者たちについてはどうだろうか？


  私たちは常に賛美を歌えるだろうか？なぜ私たちは最初から、不平、心配、抵抗ばかりしているのか？確かに、私たちを悲しませて不幸にする物事もある。それらの物事によって私たちは涙を流し、心は痛み、恐れ、苦悩する。「決して泣いてはならない、決して悲しんではならない」と私は言いたくない。しかし、苦悩している時でも、「神を賛美せよ！」と私たちは宣言できる。これを思い出そうではないか。喜ばしいことを常に思うのは可能である。賛美にふさわしいものが常にあるものである。


  しかし、ほとんど考え無しに、「主を賛美せよ」「神に感謝します」と早口で言うのでは不十分である。この言葉が何を意味するのか、もっと深く考えなければならない。すがれるもの、自分や他の人々を引き上げてくれるものが、常に何かしらあるものである。これを正しく理解するとき、私たちの苦悩という重荷を、賛美は取り去ってくれさえする。そして、私たちを取り巻く雰囲気は、良い、楽しいものとなり、苦しみの中にある私たちに接するすべての人に慰めを与えるものとなる――私たちの結束は真にすがすがしく喜ばしいものとなる。


  思い悩んだり嘆いたりするなら、絶望の中にあるかのように振る舞うなら、心が痛むだけである。ああ、打ちひしがれて不幸な私たちが、主を賛美できさえすれば！神が恵みと救いをあなたに賜る時は、特に心せよ。まるで神にはあなたを常に順境に保つ義務があるかのように、神の祝福を当たり前のことと思ってはならない。そのような恩知らずの姿勢はひどいものであり、あなたのまわりの人々は、あなたからたちまち逃げ去るだろう。それでは駄目である。神を賛美することを学べ。少なくとも、賛美すべき明らかな理由がある時は、そうせよ。


  「神のあらゆる優しさのゆえに、私たちは神を賛美し、神に感謝します」と、喜びに満ちた心で、率直にすべての人に言えるなら、また私たちの親切なあわれみ深い神を示して宣言するなら、私たちは多くの人々にとって大きな慰めになるだろう。私たちは自分自身の十字架を忘れて、神を賛美する人たちと共に喜ぶだろう。そして、心の底から、賛美の歌を歌えるようになるだろう。主を賛美することは、なんとよく、なんと楽しいことだろう！


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  二一．どんな時でも祈れ


  
    いつも喜びなさい。絶えず祈りなさい。どんな境遇でも感謝しなさい。なぜなら、これこそあなたたちに対する、キリスト・イエスにある神の御旨だからです。（一テサロニケ五・十六～十八）
  


  何のために祈るべきか、パウロはこの箇所では考えていない。ただ祈るように、どんな境遇でもそうするように、私たちは命じられている。それでは、どうして、御父に近づく前に、私たちはこれほど長く、頑なに、考え込むのか？どうして、祈りの中で神に立ち返る前に、まず人々の提案を試し尽くしたあげく、あらゆる問題の中に落ち込んでしまうのか？


  人に癒してもらえばいい時は、救い主に祈るのは間違っているのだろうか？命じられたことをしているだけなのに、どうして祈りを図々しく思う必要があるのか？主の直接的な命令に抵抗することの方が、よほど図々しいことではないのか？「今の病から解放されたら、もっと悪い病にかかるだけだ」と恐れている人々もいる。天の父はご自分の子供たちに、パンの代わりに石を、魚の代わりに蛇をお与えになる、とでも言うのか（ルカ十一・十二）？他の人々は、「苦難は必要なものである」と主張している。確かにそうなのだが、主の助けを経験することも大切ではないのか？厳しい痛みを通して回心した人がこれまでいたのか？


  主が望んでおられるものは何でも――主が私たちに与えてくださるものは喜んで受け入れ、取り去ることを主が望んでおられないものは耐え忍ぼうではないか。しかし、祈ろうではないか。御業をなすべきは、ただ主だけである。あなたがどれくらい耐えられるのか、主はご存じである（一コリント十・十三）。あなたの数々の祈りに主がすぐに答えてくれない時は、パウロがこれを学んだように、「主の恵みは私に対して十分である」と見なせ。一番大事なのは、神の御旨に服することである。そうするなら、それは容易になり、徐々に主があなたの重荷を軽くしてくださる。


  それゆえ、子供のような精神で、すべてを主に任せよ。それは、御旨の喜びのままに、主がことを行えるようになるためである。どんな境遇でもそうするなら、これが最善の道であることがわかるだろう。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  二二．私たちの信仰を増してください


  
    使徒たちは主に言った、「私たちの信仰を増してください」。（ルカ十七・五）
  


  私たちの信仰が不十分な時、自分に欠けているものを求めなければならない。悪鬼に取り憑かれた少年の父親のように、「信じます。不信仰を征服するのを助けてください！」（マルコ九・二四）と叫ばなければならない。しかしそれでも、もっと多くの信仰を求めるこの要求では不十分である。もっと多くの信仰を求めて祈ることを願う者はだれでも、そのために自分の魂を整えなければならない。信仰の力を邪魔するものは何でも退けなければならない。落ち着いて、思い、霊、全能力を集中しなければならない。また、霊の中で自分自身の民と結びついて、内面的に害を受けたり引き裂かれてはならない。そうするなら、「信仰が与えられますように」という祈りは効力を発揮するだろう。信仰が天から与えられ、心の中に入り込める戸口を見つけるだろう。


  この節で弟子たちは、汚れた霊を追い払い、病人を癒し、主の御名の中で多くのわざを行う力を与えられていた。これを行うのに、彼らは数々の賜物を必要とした。彼らは多くのことを成し遂げたが、これらの賜物に欠ける時や瞬間があった――つまり、主の御名を呼び求めても、本当に何かが起きるのかどうか、彼らには定かでなかったのである。こういうわけで、「あなたの御名の中で語るとき力を受けられるように、私たちの信仰を増してください」と彼らは主に求めたのである。


  これをどう自分に適用すればいいのか？もっと多くの信仰を求めて祈るべきか？そうかもしれないし、そうでないかもしれない。大事なのは、もっと多くの信仰を求めて祈る時、決して自分自身のためにそうしてはならないということである。もっと多くの信仰を求めて祈る時、何かもっと偉大なものが教会に与えられるよう、私たちは求めているのである。これが私たちの責務であり義務である。「教会の信仰、神の民の信仰、そして特にあなたの僕たちの信仰を増してください。純粋な使徒的信仰を再び経験できるように！」。これが私たちの祈りでなければならない。


  悲劇的なことに、信仰によって勇敢に何かを求める人は、教会の中にほとんどいない。求めたとしても、ほんのわずかである。これが、イエスの御名に栄光を帰す出来事がほとんどない理由である。もし信仰を持たないなら、すべては無益である。何が何でも、心打たれる経験が私たちには再度必要である。なぜなら、かつてないほど私たちは信仰を必要としているからである。この信仰を与えてくださる主に私たちはこの問題を委ねなければならないが、数々の奇跡が教会の中で再び起きるよう、私たちは配慮しなければならない。なぜなら、ここにキリストの栄光と力が隠されているからである。それゆえ、もっと多くの信仰を求めて祈ろうではないか。しかし、自分のためだけに祈らないようにしようではないか。
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  二三．癒しをもたらす信仰


  
    大群衆がイエスのあとについてきて、彼のまわりに押し迫った。さてここに、十二年間も長血をわずらっている女がいた。多くの医者にかかって、持ち物をすべて費やしたが、何の甲斐もないばかりか、ますます悪くなるばかりであった。この女がイエスのことを聞いて、群衆の中にまぎれ込み、うしろから彼の衣に触った。「彼の衣に触れさえすれば、自分は癒される」と思っていたからである。すると、直ちに出血がやみ、女は苦しみから解放されたことを、その身に感じた。


    　イエスはすぐに、自分から力が出て行ったことに気づき、群衆の中で振り向き、「わたしの衣に触ったのは誰か？」と言われた。


    　「ごらんのとおり、群衆があなたに群がっていますのに、誰が触ったのかと、おっしゃるのですか？」と弟子たちは答えた。


    　しかし、イエスは触った者を見つけようとして、見回しておられた。その女は自分の身に起きたことを知り、恐れおののきながら進み出て、足下にひれ伏して、すべてありのままを申し上げた。イエスはその女に言われた、「娘よ、あなたの信仰があなたを癒したのです。安心して行きなさい。苦しみから解放されて、達者でいなさい」。（マルコ五・二四～三四）
  


  ある気の毒な女が、十二年間も重い病気にかかっていた。その間、彼女は多くの医者にかかった。自分の持ち物をすべて医者に費やしたにもかかわらず、この医者たちは彼女の苦しみをますます増すばかりだった。幸運なことに、ある時、この女はイエスのことを聞いて、彼の御許にやって来た。


  この苦しむ女はイエスの服に触った。彼は直ちに、自分から力が出て行くのを感じ、驚いて、「誰がわたしの服やわたしに触れたのか？」と言われた。イエスの愛に溢れた心は感動したにちがいない。この単純な行動によって示された信仰、この女の真の信仰を明らかにすることを彼は願われた。イエスはまっすぐ彼女をご覧になった。恐れおののいて、彼女は自分に起きたことを知り、進み出て、彼の足下にひれ伏した。すると突然、恥ずかしさや遠慮は全くなくなり、彼女はイエスにすべてを告げたのだった。


  この出来事は、イエスが私たちの一員であること、真に私たちの一員であることを示している――イエスは、その神々しさに畏怖して恐れるべき御方ではなく、私たちの接触を愛のゆえに許してくださる御方である。彼は私たちの前に立ちはだかっているのではなく、むしろ、無限のあわれみにより、神々しい威厳と栄光を放っておられるのである。これを覚えようではないか。私たちの救い主は遠くにおられるのではない。


  この女は勇敢にも、イエスの知らぬまに、その衣に触れた。このような方法でイエスの力から益を受けた人が、他にもたくさんいるにちがいない。さらに多くの人が彼の御許に来たにちがいない――彼らは、弱々しい、息を切らした、半病人の状態でやって来て、あらゆる種類の不平を抱えていたが、丈夫で元気な健やかな状態で、家に帰ったのである。彼らが癒されたのは、イエスが彼らの必要に気づいていたからではなく、彼らの兄弟だったからにほかならない。私たちもまた、私たちの間におられるイエスと共に、まことの愛の中で共に集まる時、癒しを経験することができる。


  「あなたの信仰があなたを癒したのです」と、イエスはこの女に呼ばわられた。確かに、これは彼女の信仰だった。たとえ最も身分の低い者の信仰であっても、信仰に何が可能なのかを見よ。「安心して行きなさい。苦しみから解放されて、達者でいなさい」と、イエスは彼女に言われた。なんと幸いな、喜びに満ちた、祝福された状態で、この女は家に帰ったことだろう！


  次のことを忘れないようにしようではないか。イエスを信じる私たちの信仰を通して（この信仰が、彼が生きた命の一部の場合）、私たちはこの力を幾らか経験できるのである。私たちの兄弟である彼に手を差し伸べて触れることができたなら、どれほど幸いで喜ばしいことだろう！たとえ単純なことでも、私たちにもっと信仰がありさえすれば。そうすれば、主の御手はもっとずっと頻繁に示されていただろう。ああ、私たちの愛する救い主に、もっと早く向かえますように！
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  二四．イエスを見よ


  
    信仰の開拓者であり、完成者であるイエスを見つめようではありませんか。なぜなら彼は、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、十字架を耐え忍ばれたからです。（中略）罪人たちからのこのような反抗を耐え忍ばれた方のことを思いなさい。それは、あなたたちが疲れ果てて、気落ちすることがないためです。（ヘブル十二・二～三）
  


  自分が酷い病であるだけでなく、辛い感情や緊張状態と戦っていることに、あなたは気づくかもしれない。大きな苦しみや恐れのために、あなたはすぐに混乱して、打ち負かされてしまい、その結果、あなたの全身はますます弱まり、重苦しくなってしまう。明晰さを求めて努めれば努めるほど、ますます混乱するように思われる。すべてが――主の臨在の感覚も含めて――自分から失われていくように思われる。


  あなたの霊がこのように暗くなる時、静かに落ち着いていることが大切である。このようなことが起きる時、体がますます悪くなっていくように感じられる時でも、過度に不安になってはならない。暗闇の勢力は絶えず働いており、私たちを真の運命から引き離して、絶望に導こうとしていることを思い出せ。このような数々の攻撃を全く受けない人はだれもいない。しかし、これらの攻撃について心配しすぎるなら、あなたは状況を悪化させるだけである。


  むしろ、夜や暗闇の中でも堅く立つ覚悟をせよ。救い主に目を注ぎ続けて、夜を昼に変えよ。救い主は最終勝者である――最初であり、最後である。イエスと一緒なら、日の光が必ず戻って来る。あなた以上にずっと耐え忍ばれた方のことを思え。他のだれかが特に攻撃を受けているのを知ったなら、その人にあなたのとりなしを保証せよ。これは常に大きな助けである。


  祈る時、希望を持て。偉大な勝利者、信仰の開拓者であり完成者である方が、万民のために夜を打ち破ってくださる時が来る、と。その時、神の子供はみな光の中に住んで、真に解放されるだろう。「ですから、子があなたたちを自由にするなら、あなたたちは本当に自由なのです」（ヨハネ八・三六）――これは、私たちが彼を完全に愛するかどうかにかかっている。それゆえ、喜ばしい望みを抱いて、忍耐せよ。
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  二五．主の懲らしめ


  
    わたしは愛している者を叱ったり、懲らしめたりする。（黙示録三・十九）
  


  主は、ご自分の愛している者を、懲らしめられる。それゆえ、苦難を受けねばならない時、「神はもはや自分を愛しておられないのだ」と思うのは誤りである。このような考え方は、私たちの心の気まぐれさや自己愛を如実に示すものである。罰を受けている子供が母親に向かって、「お母さんは僕を憎んでいて我慢できないことが、今わかった」と言ったとしたらどうだろう？なんと馬鹿げたことか！


  状況が悪化する時、例えば、あなたが病気になるとき、あるいは、あなたの祈りがすぐにはかなえられないとき、「神は自分を拒否された」と思ってはならない。そのような思いは悪しき者から来る。困難があなたに降りかかるとき、それはまさに、あなたは救い主にとって価値があるからなのである。彼はあなたを愛しておられるのである。


  こういうわけだから、あらゆる種類の訴えで自分を苦しめてはならない。なぜなら、咎や罪に関して、全く不健全な行き過ぎたやり方で、自分自身を苦しめるおそれがあるからである。すべての苦しみが罪に対する罰とはかぎらない。パウロのように、私たちも肉体にとげを持つ可能性がある。それは、私たちが自惚れに陥らないためである。自分自身の小ささを自覚することもまた、救い主があなたを愛しておられるしるしである。ヨブのように、あなたは依然として、自分の信仰の堅固さを証明する必要があるかもしれない。しかし、これもまた、救い主の愛のしるしである。彼はあなたのことをふさわしい者と思っておられるのである――彼が望んでおられるのは、あなたを通して、この地上にはまだ忍耐強い忠信な人々がいることを、悪しき者に示すことなのである。たとえ、その人々が膨大な苦難を耐え忍ばなければならなかったとしても。


  それゆえ、どんな苦しみを受けることになっても、決して神の愛を疑ってはならない。そして、心に留めよ。砕かれた悔いた心を、主は蔑まれないことを（詩篇五一・十七）。
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  二六．私の命を守ってください


  
    私の命を守ってください。私はあなたに忠信な者だからです。あなたに信頼するあなたの僕を救ってください。あなたは私の神です。（詩篇八六・二）
  


  ダビデは大きな必要をかかえて神に叫ぶ。何度も何度も、私たちは神に叫んでいる自分に気づく。問題は絶望的なまでに錯綜するおそれがあり、私たちは諦めてしまう誘惑にかられる。「神は助けるすべをご存じないのだ」と、なんと私たちはすぐに思ってしまうことか。このようなことが起きる時、すべては失われ、もはや祈りたくなくなる。こうして、絶望に屈してしまう。しかし、不可能に思われることでも神にはできる、と信じて信頼することに、すべてがかかっているのである。


  ダビデは神に信頼した。彼は自分を「主の僕」と見なした――彼にはこの御方に仕える覚悟があった。これはこの御方の御旨であり、この御方はこれを成し遂げることができる。ダビデは僕だったので、これは彼の責任ではなかった。彼はひたすら叫んだ、「どうすればいいのかわかりません。私の知恵は尽きました。しかし、おお、主よ、あなたはこれにどう対処すればいいのかご存じです！」。


  私たちはめったにこのように行動しない。自分が自分の主人となることを望んでいる。何でも自分自身で、自分の好きなようにやりたいのである。支配することを望んでいて、物事が思うようにいかないと、怒って、辛辣になる。すべてを神に、神のあわれみと力に明け渡すことに失敗しているせいで、すべてが滅茶苦茶になり、私たちは破滅してしまう。まるで、じっとしていて、「おお、私の神よ、どうか助けてください」と謙遜に祈るよりはむしろ、壁に自分の頭を打ちつけた方がましだとでも思っているかのようである。


  ダビデは王として神の足下にひれ伏した。ダビデは僕として、「自分にできないことを神は成し遂げてくださる」と神に完全に信頼した。神には何でもできること、そして、神は私たちの祈りを聞いてくださり、その祈りを顧みてくださることを、ダビデは知っていた。これこそ、私たちが信仰によってしっかりと握ることを願っているものである。なぜなら、もしダビデのように、「主を避け所とする人はみな、幸いです」（詩篇二・十二）と叫ぶことができるなら、確かに主の助けを受けるからである。
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  二七．主はほむべきかな！


  
    主は与え、主は取りたもう。主の御名はほむべきかな。（ヨブ一・二一）
  


  ヨブが持っていたものは、すべて取り去られた。息子たちや娘たちまでも。それでも、「主の御名はほむべきかな！」と彼は叫ぶことができた。自分の言葉の意味を彼が完全に理解していたのかどうか、述べるのは困難である。しかし、この賛美の言葉は、彼が完全に神に服していたことを示している。最終的に、神にはこれで十分だった。まさに最初から、サタンは敗北したのである。


  これから私たちは何を学べるのか？一つのことは確かである――神の計画が偉大なものになればなるほど、出来事はますます理解不能になるのである。かりにヨブが何かを私たちに教えてくれるとするなら、子供のような信仰――神が厳しく打つ時は常に、何か途方もなく良いものを目的としておられる、ということを信じる信仰――の重要性を教えてくれるであろう。理解できてもできなくても、これを信じようではないか。


  親愛なる友よ、どんな困難が持ち上がったとしても、最善の道は常に、ヨブと同じように振る舞い、神を賛美することである。「神は間違いを犯した」「神は確かな方法では働くことができない」「神は忠実にご自分に従う者たちを尊んでくださらない」と、決して思ってはならない。注意せよ！神を訴え始める時は常に、あなたは道からさまよい出ているのである。少しも堕落することのないように、神を全く捨て去ってしまうことのないように、あなたはとても注意深くなければならない。私たちが神の御旨に憤って抵抗する時はいつでも、サタンが大喜びしていることをよく考えよ。私たちのせいで神ご自身がどれほど恥ずかしい思いをしておられるにちがいないのかを考えよ。


  私たちの忠信さは常に試されるものであることを忘れてはならない。私たちがあらゆることで神に栄誉を帰し、神が何をなさっても、恭しく静かに神に立ち返るなら、私たちはこの試験に合格する。私たちがこれをなす時、サタンは打ち負かされ、私たちは勝利を確信するのである。
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  二八．堅く立て


  
    堅く立ちなさい。そうすれば、命を勝ち取ります。（ルカ二一・十九）
  


  すべてが滅茶苦茶な時、暗闇が優勢に思われる時、脱出路が見えない時、心せよ。忍耐、忍耐、忍耐である。主に望みを置け。主はすべてを変えることができ、すべてを正しく導くことができ、最後には勝利されるのである。


  もし今立つことができないなら、来たるべき艱難の時、立つのはますます困難なことがわかるだろう。内面的生活や外面的生活にとって、忍耐は最も役に立つ「治療薬」である。それゆえ、絶望してはならない。勇気を失ってはならない。たとえ、道がすべて塞がっていたとしても。たとえ極度の欠乏を通らなければならなくても、辛抱せよ。確信をもって、救い主の腕の中に飛び込んで、彼にしがみつけ。そして、救い主は恵みとあわれみを示してくださると信頼し、望み続けよ。


  忍耐強い希望があることは、あなたに信仰があることを示す。忍耐がしばしば試されるのでなければ、自分に真の確信があるのかどうか、どうしてわかるだろう？主の懲らしめに服せよ。そうすれば、あなたの信仰が真に証明されるだろう。


  たしかに、多くの人々はとても信心深いように見える。しかし、信仰が成長して強まるのは、私たちが忍耐を求めて闘う時だけである。信頼する心がなければ、確信にはあまり意味がない。このように、忍耐は信仰の外面的現れである。私たちは信仰によって救われる以上、忍耐することを学ばなければならない。辛抱強い忍耐と忠信さは、常に一つである（黙示録十三・十）。


  それゆえ、堅く立って、どんな困難も耐え忍ぼうではないか――どんな困難の中にあっても、また、どんな十字架の下にあっても、辛抱しようではないか。艱難は必ず臨むことを、常に計算に入れておこうではないか。艱難が姿を見せないことはない。しかし、また、忍耐力という武器を身にまとって、命を獲得しようではないか。それは、艱難が到来する時、堅く立つことができるためである。堅く立つことにより、あなたはきっと命を勝ち取るだろう。
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  二九．実を結ぶ


  
    あなたたちがわたしの内にとどまり、わたしの言葉があなたたちの内にとどまっているなら、何でも望むものを求めなさい。そうすれば、それはあなたたちのためにかなえられます。あなたたちが多くの実を結ぶことは、わたしの父に栄光を帰して、あなたたちがわたしの弟子であることを示すものなのです。（ヨハネ十五・七～八）
  


  神が私たちの求めをすべてかなえてくださるとは限らないことには、理由がある。しかし、「この願いは必ず実現しなければならない」と思う理由が全くない願いはたくさんある。パウロはサタンの使いから解放されることを願ったが、「わたしの恵みはあなたに対して十分である」（二コリント十二・七～九）と主は彼に言われた。私たちは自分を貧しいものと見なさなければならない。


  祈りに関する数々の約束は、浅薄な理由で与えられたのではない。それゆえ、たとえ神が私たちに答えてくださらない時でも、神は依然としてご自分の約束に対して忠実であり、真実である。神が祈りに答えてくださる時、それでも究極的に神が望んでおられるのは、祈る者たちの内に実を見ることである。そのときはじめて、御業のゆえに、神は誉れをお受けになる。そして、賛美――この賛美は神のおかげであり、多くのとき私たちはこれに欠けているのである――が与えられる。望むものを何でも求めてよいのだから、私たちの祈りをより高度なものに焦点づけるべきである。神の王国とその成就を目指す祈りであるべきである。


  最終的に、主は何らかの形で、私たちが主に求めたものをすべてかなえてくださるだろう。求める者はだれでも、主にとって大切な者である。なぜなら、神の御許に来る者は、求めない者よりも、神に近い立場にあるからである。誠実な祈りを、神はすべて顧みてくださる。しかし、神の答えは私たちの期待とは異なることがしばしばある。それでも、私たちが驚き崇めるような形で答えてくださることが、なんと多いことか。


  どの場所でも、依然として、多くのものが欠けている。来たるべき偉大な恵みの時を、忍耐強く待とうではないか。その時は必ず来る。その時、神のあわれみが大いに現れて、私たち全員が変えられるほどであろう。それゆえ、祈り続けよ。御使いたちはあなたの要求を御父に送り届けてくれる。そして、神の報いが必ず臨むのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  三〇．勇気を出せ


  
    この世で、あなたたちは困難に遭うでしょう。しかし、勇気を出しなさい。わたしはこの世に打ち勝ったのです。（ヨハネ十六・三三）
  


  私たちが抱いている最も強く、最も自然な願望は、苦難や病からできるだけ速やかに解放されたい、という願望である。「この苦しみを取り除いてください。幸福な日々を与えてください。再び万事順調になりますように！」と、祈ってばかりいることに私たちは気づく。しかし、神は幸福な日々ばかり与えることはできない。この世で私たちは困難に遭う。また、次の事はさらに重要である。すなわち、イエスが必要としている人々は、この世の不幸を担う助けとなる人々、苦しみや苦難から退かない人々なのである。


  救い主ご自身が、神とその栄光のために、ご自分の十字架を負って、この道を導いてくださる。イエスがこの世の諸々の罪――私たちの諸々の罪――を清らかな身に負って、ご自身の身によって、私たちはみなどれほど惨めで神に見捨てられた者になってしまったのか、そして、私たちはどれほど死と滅びに翻弄されているのかを、公に示される時、神は栄光をお受けになる。こういうわけで、「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」（マタイ二七・四六）と叫ぶことを、救い主は嫌がられない。この反逆的な世は神から見捨てられているが、イエスとはちがって、この世は自分の道を進んでいる――これは私たちにとって最大の悲しみとならなければならない。


  このために私たちは悩んでいるだろうか？私たちの中の誰が、神に向かって溜め息をついているだろう？私たちが行った害悪、神とその御旨に対して行い続けている害悪によって、誰が痛みを感じているだろう？たしかに、私たちは溜め息をつきつつ祈っている。しかし、ほとんどの場合、自分自身や自分の必要のためだけに、溜め息をついて祈っているのではないだろうか？私たちは神のことをほとんど思っていない。しかし、私たちはこれによって痛みを覚えるべきである。私たちの唯一の望みは、救い主がそうされたように、神に誉れを帰すこと、苦難の中でそうすることでなければならない。これが可能になる唯一の道は、救い主の苦難と死に浸ること、そして、救い主のように、この世の罪や欠乏を自分の内に感じることである。


  この世のために嘆き悲しんで、自分を神の御手の中に置く時、私たちは真に信仰の中で行動できるようになる。このような信仰は実を結ぶ。まず自分のために実を結ぶのではなく、神とその王国のために実を結ぶのである。そして、神は偉大な数々の奇跡を行えるようになる。そして、しかるべき時に、私たちもまた、自分が獲得したものを目にするのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  三一．日は近い！


  
    夜はほぼふけて、日が近づいています。ですから、私たちは暗闇のわざを捨てて、光の鎧を身に着けようではありませんか。（ローマ十三・十二）
  


  夜はほぼふけて、日が近づいている。それでも、日が近いようには見えない。私たちの足は依然として罪の中を歩んでおり、私たちの手は何も良いことをしていない。私たちの周りには、腐敗の泥の中に沈んでいる数万の人々がいる。彼らは大挙して死んでいる。地上に日はないように見える。しかし、私たちの信仰は日を要求する。神に対する私たちの愛、神に対する私たちの希望は、日を要求する。そこで、私たちは言う、「それにもかかわらず、夜はほぼふけて、日が近づいています」と。イエスがお生まれになった時、これが起きたのである。つまり、日が臨んだのである。


  日とは何か？日は神の愛である。そして、悪いもの、卑しいもの、絶望の中にあるものをみな、神の愛は溶かし去る。愛は死を征服しさえする。しかし、この愛は、敵を愛する神々しい愛、どんな人や物も拒否しない愛、英雄のように何があっても動じずに闊歩して、侮辱や軽蔑や拒絶に遭わない愛、希望の兜を頭にかぶって世を渡る愛でなければならない。


  この愛を宣べ伝える時――イエスがお生まれになったこと、すべての被造物は真に愛されていることを宣べ伝える時――私たちの大胆さは不十分だった。そうする勇気がなかったのは、単純な理由による。つまり、私たちは満足しきっていたのである。まるで、罪人であることを楽しんでいるかのようだったのである。しかし、現実には、罪人であることを楽しんでいる人はだれもいない。だれもが自分の罪の重荷の下でうめいている。瀕死の人はみな、苦しんで、溜め息をついているのである。


  神の愛は、死の中でうめいている私たち罪人の間を、大胆に闊歩している。神の愛――全く人となった愛――が、私たちの心の中に注がれている。イエスは、ご自分が神の無限の愛であることを、私たちや万民が知ることを願っておられる。この愛によって、イエスは炎となることを願っておられる。私たちを清める炎である。なぜなら、愛だけが私たちを受け入れて裁きに渡すからである。私たちを奴隷にして不幸にするあらゆるものから、私たちを解放することを願っているのは、愛なのである。


  イエスにあって日がすでに臨んでいることを、天の父に感謝しようではないか。この日――すでにそこにある日――が、あなたの生活の中に現されるようにせよ。復活と命のために戦え。たとえ、恐ろしい戦い、恐れ、苦しみの中にあっても。心の中に満ち溢れる感謝をもって、神の愛の光に新しい日を輝き渡らせよ。
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  三二．真の癒し


  
    真理とへりくだりと正義のために、威厳をもって乗り進め。あなたの右手におそるべきわざをなさせよ。（詩篇四五・四）
  


  真理と正義のまっすぐな刃を神が用いられる時、地は数々の奇跡でひび割れを生じる。神の奇跡は常に真理と正義に関係している。これが理由で、神の御業は決して、「これは一体どういう意味だろう？」と私たちを困惑させるような奇妙なものではないのである。神の奇跡には常に光があり、常に意味がある。常に道徳的価値がある。それゆえ、奇跡を乞い求めるかわりに、祈ろうではないか、「愛する神よ、どうか私たちの家の中で、そうです、私たちの心の中で、あなたの真理と正義が治めるようにしてください――私たちを大目に見ずに、まっすぐ前に進んでください」。そうするなら、奇跡に事欠かないだろう。なされる必要のあることがなされるだろう。


  困難に直面して、ジレンマに陥り、どうすればいいのかわからない時、その困難が生じている所でその問題に取り組んで、そこでその問題を解決しようとしてはならない。それではだめである。その問題の背後を見て、どこが間違っているのかを理解し、「この間違いを正してください」と主に祈らなければならない。間違っているもの、自分の力ではどうにもできないものを、私たちは発見するかもしれない。神だけがそれを行うことができる。この真理を堅く握りしめよ。そうすれば、あなたの傷は癒されるだろう。そして、あなたの生活の中にある外面的な間違いもなくなるだろう。


  不信実さがどれだけなおも私たちの内側に隠れたまま横たわっていることか！自己の幻想や欺きが、どれほどあることか！表面上、物事はきわめて順調のように見える。しかし、肉体的苦しみは、つまるところ、私たちの生活の誤りの結果である。「問題や病はみな、罪の直接的結果である」ということではない。そうではなく、苦しみや病は全体と関係しているのである。私たちは一本の鎖のようである。個々の罪が実を結ぶように、私たちの共通の悪弊も実を結ぶ。もし私たちが真に真理と正義にしたがって生きていれば、状況は違っていただろう。


  だれもが医学的助けを望んでおり、癒されることを望んでいる。しかし、誰が真に神に関心を寄せているだろう？真に清めてもらうことを、私たちは望んでいないのである。私はというと、もしそれが内なる回復という結果にならないなら、だれかに奇跡が起きるのを見たいとは決して思わない。


  



  ◆　◆　◆


  



  これまでの人生で、私はしばしば重病にかかった。そのたびに、まさに病の状況の中で、主は私に語ることを望まれた。私が苦しみを喜びをもって抱きしめ、そのことで主に感謝して、神聖な恵みの光線が流れるのを許せるようになった瞬間、神の賜物と祝福が信仰の中で絶えず私に降り注いだ。苦しみはたちまち拠り所を失い、私は自由に主に集中できるようになった。私は幸福で喜びに満ち、苦難は太陽の前の雲のように過ぎ去った。言い換えると、何年ものあいだ、私は病のおかげで言いようのない祝福を受けてきたのである。私の家に立ち寄った病人の多くも、これと同じ経験をした。


  数年前、私は腕を折った。その時は、腕が折れたことに気づかなかったが、痛みが酷くなったので、床に就かなければならなかった。再び静まった時、私は良い方の手を悪い方の手にのせ、丸二時間主に本当に感謝し、神の力と祝福を溢れ流れさせた。一人っきりで何の妨げもなく、命の御言葉を受け入れて、再び神を中心とすることを許してくださったことのゆえに、私は神に感謝した。そうした時、私の召しが霊的に強められるのを私は感じた。そして同時に、感じていた痛みがますます引いていったのである。この二時間の間、私は言葉では表現できないほど多くの力と癒しを神から受けたのである。


  数週間後、外科医が私たちの家にやって来た。彼はたまたま私の腕を見て、「この腕は二箇所折れていましたが、明らかに治っています。まるで四週間ギブスをしていたかのように、良くなっています」と論評した。このことから私はますます確信した。この祈りの二時間の間――その間、私は神に感謝する以外に何もしなかったのだが――主ご自身が私の腕を癒してくださったのである、と。


  それから、およそ三十四年たったが、これが病に対する私の姿勢だった。喜びと感謝をもって、病を抱きしめてきたのである。重病にかかるたびに、主は大切なことを私に教えてくださった。痛みは必ずしも重荷ではないことを、私は学んだ。むしろ、病は私に教えてくれたのである。静かにしていることを、魂をしずめることを、主に向かって、「主よ、あなたは今、私に何をお望みですか？」と尋ねることを。依然として何を手放さなければならないのか、どんな罪から去らなければならないのか、そして、どれほど心を尽くして悔い改めなければならないのかを、神は常に明らかにしてくださるのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  三三．私たちの最も深い必要


  
    その後、イエスは（ご自分が癒した人を）宮で見つけて言われた、「見よ、あなたはよくなりました。罪を犯すのをやめなさい。さもないと、もっと悪いことがあなたに起きるかもしれないから」。（ヨハネ五・十四）
  


  苦しんでいる人はだれでも、癒されることを願う。しかし、私たちの中のどれくらいの人が、新しい命を望んでいるだろうか？自分の人間的必要のせいで、救い主に対して盲目になってはならない。それらの必要のせいで、神がキリストにあって与えてくださるこの偉大な新しい現実に対して、盲目になってはならない。


  もちろん、自分の諸問題のために救い主に向かうよう駆り立てられるのは、自然なことである。特に、他の方策がすべて尽きてしまった時には。それでも、私たちの中の誰が、自分の罪のために救い主に駆けつけるだろうか？これによって、私たちはへりくだるべきである。まさに最初から神が意図しておられるのは、私たちに自分の痛みではなく罪を嫌悪させることである。新しい世界に入ること、いま私たちを包み込んでいる重い罪の外套から自由になることを、私たちは願うべきである。


  この偉大な医者は、私たちのたんなる健康のためではなく、私たちの信仰のために戦ってくださる。あなたはこれを理解しているだろうか？神は私たちの間で数々の奇跡を行っておられる。それは、私たちが再び生まれるためであり、一人や二人の人のためではなく、多くの人のためである。奇跡は――強烈な表現を私は使いたくなるのだが――救い主にとって苦痛に満ちたわざである。なぜなら、もし奇跡がこの地上生涯で私たちをいっそう幸せにするだけなら、何も獲得されたことにはならないからである。


  これについて、私たちはもっと深く考えなければならない。恐るべき死と酷い悪の重荷をどれほど私たちが負っているのかを考えよ――これはみな罪のせいである。なのに依然として、自分の必要の根本に自分の力を注ぐことに、私たちは失敗しているのである。そのかわりに、私たちは人間生活の苦悩の表層から、最も手っ取り早い苦しみを取り出して、それを救い主のもとに持ち出しているのである。「この問題で私を助けてください。そうすれば、私はまた幸せになれます」。そんなことが助けになるとでもいうのか！そんなことが私たちの人間性を変えられるとでもいうのか！たとえ今日、救い主が数十万の人を癒されたとしても、それは人類にとって真の助けになるだろうか？十年、二十年、三十年もすれば、そのようなことはまたすっかり忘れられて、すべて元の木阿弥になるだろう。外側の癒しだけでは、私たちの助けにならない――神の力は、もっとずっと深いところまで届くのである。


  ああ、私たちの目が開かれさえすれば！イエスと一緒に、その御名を通して、この世界の悲惨さをすべて克服することは可能であることを、見れさえすれば！ああ、イエスにあって、この罪の世に対して偉大な勝利が勝ち取られるのを、見ることができますように！自分の罪の悲惨さを前にして自分の必要を忘れ、信仰の目をもって、私たちを――そして全世界を――赦して、あらゆる悪から解放してくださる御方に信頼できさえすれば。
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  三四．真に価値あるもの


  
    こういうわけで、私たちは落胆しません。私たちは外面的には衰えつつありますが、それでも内面的には日々新しくされています。（二コリント四・十六）
  


  誰かが治った時は常に喜ぶべきである。特に、その人のために祈った後は、そうするべきである。しかし、その人が治ったからという理由で喜んではならない。人生の最後まで病を忍ばなければならない大勢の人がいる。では、どうしてこの人はそうではないのか？むしろ、私たちは次のことを見たことのゆえに喜ぶべきである。すなわち、ある特定の人のために救い主が御業をなさったこと、この人の心が改まって新たな希望に目覚めたこと、である。


  苦しんでいるすべての人に言いたい。救い主が状況を治めてくださるよう祈りなさい――あなたが希望を持つことを彼は望んでおられる――しかし、治ることを過度に重視してはならない。救い主ご自身、病であった。彼は、「わたしが病んでいた時、あなたは訪問してくれた」と言われた。これについて考えたことがあるだろうか？救い主がその内に宿るために病人がいなければならないということを、考えたことはあるだろうか？


  私はしばしば、弱さ、惨めさ、病を感じる――私にできるのは、自分の身をひきずることだけである。外面的には、自分は衰弱しつつあるように感じる。それにもかかわらず、私は進み続ける。何度も何度も、神の優しさの新鮮な顕現が私に与えられる。内面的に私を新たにして進ませる神の御業が与えられる。だから、親愛なる友よ、イエスがあなたの内で自由に働けるようにせよ。あなたは望むべきである。イエスが自分の内で何らかの働きをしてくださることを。そして、さらに重要なことだが、自分を通して彼が他の人々に手を差し伸べてくださることを。


  病に襲われる時はいつでも、「主よ、癒してください。私は癒してもらいたいのです！」という祈りが最初の祈りであってはならない。むしろ、「主イエスよ、あなたの御旨にかなうことは何でも来たらせてください。あなたの決定なら何でも、それが臨む時、私は信仰の中で静かにそのまま受け入れます」と祈れ。悪が言い分を得ないように、暗闇が支配しないように、祈れ。自分にふりかかるあらゆる痛みや苦難の中で、たとえそれがもたらす死と苦痛のただ中にあっても、主とその御心の願いを求めよ。これがあなたの最も深く、最も切迫した要求でなければならない。


  この立場に立つとき、あなたは神の王国をいくらか経験するだろう。自分の助けがどこから来るのか、かつてないほどわかるだろう。あなたはとても強くなるので、あらゆる障害を克服できるだろう。エリコの壁は崩れ、山々は動くだろう。地的な力は、善であれ悪であれ、もはやあなたに強い影響を与えないだろう。あなたの心を満たすのはただ、天から来るものだけだろう。
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  三五．清くなれ、癒されよ


  
    さて、エルサレムへの途上、イエスはサマリヤとガリラヤの境に沿って旅をされた。ある町に入った時、らい病にかかっている十人の人が彼に会った。彼らは遠くに立ち、「イエスさま、主よ、私たちをあわれれんでください！」と大声で呼ばわった。


    　イエスは彼らを見て、「行って、自分を祭司に見せなさい」と言った。彼らは行く途中で清められた。


    　彼らの一人は、自分が癒されたのを見ると、大声で神を賛美しながら戻って来た。そして、イエスの足下にひれ伏して、感謝した――その人はサマリヤ人であった。


    　イエスは、「十人全員清められたのではないのですか？あとの九人はどこにいるのです？この外国人以外、だれも戻って来て神を賛美しなかったのですか？」とお尋ねになった。そして、その人に、「立ち上がって行きなさい。あなたの信仰があなたを治したのです」と言われた。（ルカ十七・十一～十九）
  


  友よ、あなたに尋ねよう。もしあなたがこの十人のらい病人の一人だったなら、「清くなれ！」という神の語りかけで清められたとき、どう感じるだろう？もし罪と恥から解放されて、自分の内側に命を感じるようになったら、どうだろう？あなたは喜ぶだろうか？それとも、恥じ入るだろうか？「苦しみから癒されよ」と言う機会を神に与えることを拒否するだろうか？神に癒してもらうことを、あなたは拒むだろうか？さて、私はさらに尋ねよう。私や他の人があなたに「そんなことは不可能です。こんな状況で希望を持てる人はいません」と言ったなら、あなたはどう答えるだろうか？


  神からの助けは、自分が思う以上にたびたび与えられている。しかし、私たちのあまりにも多くは、この九人のらい病人に属しており、戻って来て神を賛美したサマリヤ人ではないのである。私たちは様々なものを見、奇跡的なしるしさえも見る。しかし、神に誉れを帰さない。様々なことを聞くが、それでもひざまずかない。私たちはあまりにも自分に満ち足りているせいで、「主よ、私の神であり救い主よ、あなただけが私たちを助けることができます」と言わないのである。


  たとえイエスが実際に私たちのただ中におられたとしても、私たちは静かに彼を脇に押しやるおそれがあることに、あなたは気づいているだろうか？たとえ何かを内面的に経験して――癒しさえも経験して――それを喜んだとしても、その後、その経験を自分のポケットにしまいこんで、それについて二度と考えなくなるおそれがある。私たちの中には、「自分は偉大で賢い」と夢想してばかりいる人間的要素があるように思われる。そのため、望みのものを取りこぼしてしまうのである。人の意見や反応を恐れるあまり、渇望しているものを落としてしまうのである。私たちは救い主を助け手として受け入れるかもしれないが、その御名を口にするのを恐れて、黙ったままなのである。


  イエスのなせることを証しする勇気がなければ、好きなだけ教会に通って、正確な信条をすべて持っていたとしても、私たちは地上における神の御業の障害であり続けるだろう。救い主について好きなだけ語り続けたとしても、もし彼を敬わなければ、何の益があるだろう？たとえ癒されたとしても、それでも自分の罪の中で死ぬおそれがある。私たちが人々の前で神を賛美する時だけ、神は私たちの世界の中に入って来られる。その時、このサマリヤ人のように、「あなたの信仰があなたを治したのです」と言ってもらえるようになるのである。
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  三六．神が私たちを低くされる時


  
    あなたが私を低くして助けてくださったことを感謝します。（詩篇一一八・二一、自由訳）
  


  神はまずその人を低くしないかぎり、だれも助けられない。それゆえ、ダビデは言う、「あなたが私を低くして助けてくださったことを感謝します」と。自分は取るに足りない者であり、必要を抱えていることを知りながら――もし私たちの心が高ぶっているなら、もし哀れな罪人として御翼の下にかくまってもらうことをよしとしないなら、どうして神からの助けや癒しを期待できよう？


  正直に言って、私たちは神の助けを受けるのに値しない。私たちを神から遠ざけてきた多くのもののゆえに、私たちは責任を問われている。神は物事を正してくださるが、ありとあらゆる欠乏や不安を通して、私たちを隅に追いやることによってそうなさるのである。私たちがへりくだって御腕の中に飛び込んで、永遠に御前に立つようになるまで、神は私たちを低くされる。


  私たちの道に舞い込む苦難はどれも、私たちを低くするものである。それにより、「自分では立てない」と私たちは感じるようになる。その時、私たちは悟る。自分が別の方の御腕の中にあることを――自分たちは他の人々の助けなしに生きられる民ではないことを。そうなりたいと私たち人間は切望している。困難の中にある時、私たちはかかんで、助けを求めて叫ばなければならない。その時、神は助けることができるのである。こういうわけで、へりくだらされて低くされるたびに、私たちは神に感謝するべきである。神が私たちをへりくだらせる時、神は私たちを祝福しようとしておられる。それゆえ、感謝に満ち溢れようではないか。直ちに身をかがめようではないか。
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  三七．回心


  
    それゆえ、キリストはご自分の体において苦しまれたのですから、あなたたちも同じ心構えで自分自身を武装しなさい。なぜなら、体において苦しんだ人はだれでも、罪を断ち切ったからです。その結果、地上の残りの生涯を、邪悪な人間的欲望のためではなく、むしろ神の御旨のために生きるようになります。（一ペテロ四・一～二）
  


  幸福と健康を望んで回心を望まないとき、私たちは間違った道にいる。癒しの賜物は、悔い改めが伴わなければ、何の進歩ももたらさない。神聖な癒しの賜物は、それが悔い改めによって宣べ伝えられなければ、「主よ、その下で私たちがうめいているこの呪いを取り除いてください！」という叫びによって宣べ伝えられなければ、決して人はそれを察知しないだろう。私たちを病にして、それから回復するという遊戯に、救い主は興味を抱いておられない。もしあなたが低く横たわっているなら、悔い改めよ――これこそ私たちが求めるべきものである。


  もちろん、回復を望むのは何も悪いことではない。しかし、私は尋ねる。もしあらかじめ、自分はいかなる者であり、神は私たちがどうなることを望んでおられるのかを考えておかないなら、健康になったとき、私たちはその健康をどう用いるだろうか？ああ、内面にもっと注意が払われていれば、どれほど多くの苦しみが除かれていたことか。主イエスはたしかに私たちの助け手であり、癒し主である。しかし、これは究極的には魂にあてはまることである。癒しよりも清めの方が遥かに優っている。なぜなら、主が何をなさるにしても、主が求めておられるのは私たちの魂だからである。主に自分の心を得てもらうなら、あなたは主の優しさを外面的にも経験するだろう。なぜなら、罪が赦される時、自然に癒しがそれに続くからである――他のすべてのことが正常になるのである。


  どうか主が私たちの間で、万事を別の基礎の上に据えてくださいますように。私たちがそれを信仰の中で望むかぎり、主はきっとそれを実現してくださるのである。
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  三八．万事を


  
    神を愛している者たち、御旨にしたがって召された者たちのために、神は万事を働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。（ローマ八・二八）
  


  ベゼルの宣教会で教師として働いていた時、私は高熱にかかり、医者は天然痘と診察した。次の晩、静かに落ち着いていたのだが、私は熱心に天を見上げて主と格闘した。真夜中すぎのある時、手が私の頭から足までなでたように思われた。すると突然、自分がよくなって解放されたことを感じたのである。しかし、私はとても弱っていたため、もう一週間、ベッドにとどまらなければならなかった。


  その期間中、その宣教会で働いている一人の女性に対する敵対心と、私は絶えず戦わなければならなかった。彼女はずっと私によくしてくれたのだが、今や彼女の欠点が私の神経にさわるようになったのである。私の裁くような姿勢のせいで、祈りには熱心さがすっかりなくなり、心の平穏もなくなってしまった。私は自分の有様に動転し、自分が嫌になってしまった。「どうかこの恐ろしい思いを取り去って、平安を与えてください」と、私は熱心に祈った。しかし、祈りに全く効果はなかった。まるで自分が、邪悪な思いという地獄の中にいるようだった。


  ついに私は、忍耐すること、そして内面的に手放すことを決意した。もはやこのような思いに対して戦うことをせず、単純に神に信頼することにした。すると間もなく、悪い思いはすっかりなくなり、それとは反対の思いが心を占めるようになったのである。私はこの出来事からとても重要な学課を学んだ。あまり自分と戦いすぎるのは良いことではなく、自分の肉的な性質を後にして、それを養わないようにすることの方が、はるかに良いことなのである。


  病のおかげで、何か新しいものが到来する時もある。神は万事を働かせて益とすることができる。しかし、私はさらに言いたいのだが、病そのものが私たちを罪から解放する助けになる、と教えている聖書の節を私は一つも知らない。病そのものには、贖いの力は何もない。事実、人が重病にかかる時、何らかの最悪の罪が現れるおそれがある。手に負えない、乱暴で無慈悲な態度に駆られている病人を、私たちはみな知っている。彼らの自己愛、霊的高慢、思い込み、自信、独善的精神、誇張された偽りの敬虔を見るのは、恐ろしいことである。そしてまた、このために彼らを世話する人々が被る必要や悲しみを見るのは、恐ろしいことである。


  苦難のゆえに罪から解放される人は、私たちの中に一人もいない。しかしそれでも、神は、ご自分の民を訓練するために、彼らを立ち返らせるために、病を選ぶことがしばしばある。肉体の病のただ中で、神はしばしば私たちに恵みを示して、私たちを罪の生活から立ち返らせてくださる。これは大いに確かなことである。病そのものが天への道を促す、と決して思い込んではならない。病は私たちを神に立ち返らせて、十字架に向かわせるものでなければならない。病は良いものにもなりうるが、それは神が――益のために――それを用いて罪を征服することをよしとされる場合に限る。なぜなら、主の十字架が私たちの心を治める時、十字架は私たちを真に癒して解放することができ、私たちはもはや罪の餌食にならないからである。
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  三九．まず王国を求めよ


  
    まず神の王国と神の義を求めなさい。そうすれば、他のものもみな与えられます。（マタイ六・三三）
  


  病はしばしば私を導いて、さらに大いなる静けさを求めるように、神が私を導くことを願っておられる道を新たに求めるようにしてくれた。私が回復したら、私は昔の方法で再び活動するだろう、と人々は思っていた。しかし、時が移り、召しも変わったので、私たちは昔の慣習的な道を登って神を喜ばせようとはしない。むしろ、私たちに数々の新しい道を示してくれる諸々のしるしに注意を払わなければならない。


  今、私は病気なので、後に引き下がる必要がある。自分自身の個性から離れる必要がある。私が引き下がりさえすれば、救い主ご自身がご自分の者のところに来てくださる、と私は信じる。私に身近な者たちとの関係において、これは一歩前進であることがわかる。最優先すべきは、神の王国と神の支配である。


  私はと言うと、特別な方法で他の人々の健康のためにとりなす必要をもはや感じていない。私はなおも祈るが、私が祈りたい最も大事なことは、神の王国の訪れである。私たちの交わりの基礎は、神が私たちを肉体的に癒してくださるかどうかではない。そうではない。私たちが共に集まるのは、救い主とその王国の顕現を喜んでいるからである。これが私たちの生きる目的である。このために、私たちは喜んですべてを放棄するのである。まず真っ先に神の王国を求める者はだれでも、自分が真に必要としているものをすべて受けるだろう。


  他の人々のためにとりなす時、私たちは全き喜びと信頼の中で、自分たちのことではなくイエス・キリストの権益を念頭に置いて、神の王国に目を注ぐべきである。たんなる外面的必要のために助けを求めて神の御許に行くのをやめなければならない。この場合もやはり、私たちがとりなしによって得ることを願う何ものにもまして、私たちの交わりの方が神の目から見て遥かに重要であり、遥かに貴重なのである（一ヨハネ一・一～四）。癒しは一つのことであり、救い主が望んでおられるのは、私たちの間でもっと自由に治めることなのである。


  それゆえ、神がなさりたいことの前で、おののこうではないか。何があってもいいように覚悟する必要がある。特に、神が私たちから何かを取ることを決定された場合には。神は時として、私たちの思いや希望とは異なる道を取られる。特に病の時、静かにしていようではないか。そうするなら、神から直接到来するもの、神の王国に役立つものを、私たちは得るだろう。
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  四〇．私たちの奇跡的な救い主


  
    その時、イエスは彼らの目に触れて、「あなたたちの信仰のとおりになるように」と言われた。すると、彼らの視力は回復した。イエスは彼らを厳しく戒めて、「このことをだれにも知らせてはならない」と言われた。しかし、彼らは出て行って、彼についてのこの知らせを、その領域全体に広めた。（マタイ九・二九～三一）
  


  イエスは、人々がご自分の奇跡について大騒ぎするのを好まれなかった。彼は常に奇跡以上のものを心に留めておられた。イエスが奇跡を行われた時、彼にとって最も重要なことは、それによって深い敬虔な感覚が生じることだった。彼のあわれみ深い行いは、さらに偉大なもの――束の間のもの以上のもの――のしるしだった。彼は内なる人に触れたのである。


  イエスが究極的に望んでおられるのは従者である――彼に引きつけられて、神の王国のために真に敬虔な感覚に直面している人々である。然り、彼の奇跡は神の力以上のものを示したのである。地を砕くような現象によってではなく、ある種の単純さ、魂を深みに導ける人柄によって。彼の奇跡はとても単純だったので、だれも気づかぬ間に起きることがしばしばあった。実に、尋常ならざることが起きるのをだれも目にしないことが、たびたびあったのである。それでもイエスは、彼自身同情の念に促されて、人々の内に愛を呼び覚まされた――その愛は彼が人々に示したのと同じ愛だった。彼の言動はすべて彼の心から直接発したものであり、人々の心に触れた。そしてまた、神への賛美と称賛を呼び起こした。要するに、彼の癒しの御手は、神の栄光と愛を万人に見えるようにしたのである。


  このような形で、イエスは奇跡的な救い主にならなければならなかった。イエスは主の力により、万民と全被造物の贖いを推進された。そして、イエスは依然として、私たちの奇跡的な救い主である。大能の御業がなければ、彼は一教師にすぎない。しかし、私たちは彼を自分の主として知っている。ああ、この福音の享受と宣べ伝えが十分になされますように！


  



  ◆　◆　◆


  



  神の最大の奇跡は、病人に起きる奇跡ではない。そのような奇跡はあまり重要ではない。もっと遥かに重要なのは、健康な人々に起きる出来事を目にすること、人々の生活やこの世の状況に変化が生じるのを目にすることである。私の念頭にあるのは、神のどんな奇跡か？例えば、戦争で銃を撃つことがもはやなくなることである。これは可能である、とあなたは思われるだろうか？このような考えは、みなを失笑させるように思われる。しかし、このような奇跡がイスラエルに起きたのではなかったか（ヨシュア五・十三～六・二七）？今日、同様のことを、私たちは他の何よりも必要としている。それは、すべてが私たちの手から完全に離れて、生ける御方の御手に委ねられるようになるためである。もちろん、神から何かが到来する時、それはしかるべき時に、神の方法で到来する。私たちが必要としているのは、神の現実が私たちの生活の中に再び到来することである。
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  四一．じっとしておれ


  
    悔い改めて安息しているなら、あなたたちは救われ、静かに信頼しているなら、あなたたちは力を得る。（イザヤ三〇・十五）
  


  預言者イザヤは、神の民が侵略する敵からの大きな危険の中にある時に語った。彼らが残忍で、執念深い、血に飢えた、略奪的な敵の餌食になった時に生じた、凄まじい不安、騒動、混乱を、人は思い浮かべることができる。


  このような絶望的状況の中にある時、私たちは自然に不安になって平常心を失い、恐れて叫んでしまう。しかし、イザヤは神の民に告げる。「静かに落ち着いていなさい、忍耐と希望を持ちなさい」と。苦しみのただ中で、信頼して落ち着いていることを学ぶ人々は、道を見いだして助けを受ける。彼らの目はさらに開かれ、その気持ちはおごそかになる。そして、すり抜けられる隙間を見いだす。その隙間は、興奮して落ち着き無く混乱して騒いでいる間は、見えなかったのである。


  かつて、私はぶどう園でカリバチを見た。そこには小さな瓶がいくつもあって、茎にぶら下がっていたのだが、瓶は上の方が開いていて、中は砂糖と蜂蜜で覆われていた。カリバチはその甘さに引き寄せられて道に迷い、その瓶に吸い込まれた。なぜか？一度中に入ると、カリバチはガラスから抜け出そうとし続けて、狂乱状態になるからである。いわば、カリバチは判断力を失って、上の方が開いていることを忘れてしまうのである。上の方にたやすく抜け道が見つかるというのに。しかし、一匹も抜け出せなかった。すべて瓶の中で滅びたのである。その時、私は思った、「落ち着いていないときの自分も同じである」と。私たちは壁に向かって自分の頭を叩きつけるのだが、自分の落ち着きのない霊のせいで、どれほど神の御業に対して盲目になっているのか、わからないのである。そしてその結果、私たちは道を失うのだが、責めは自分以外のだれにもない。不安な心のせいで、すべてを失いかねないのである。


  預言者は言う、「じっとしているなら、強くなる」と。静かな霊が立ち上がって、神を仰ぎ見る。神から確信と勇気が与えられる。その時、「たとえ自分にはできなくても、神にはできる」と、私たちは大胆に考えられるようになる。神はいかなる方か、人類に対する神のご計画は何か、神はすべての人がイエス・キリストを通して救われることをどれほど願っておられるのか、私たちは新たに思い描けるようになる。このような思いは、内なる力と勇気を私たちに与えてくれるにちがいない。そして、御霊を通して、その理解力と平安を与えてくれるにちがいない。


  預言者のこの言葉が真に必要になる時が、私たちの前途に依然として何度待ち構えていることか！一瞬も失うことなく、望みを抱いて直ちに神に立ち返ろうではないか。神は多くのことで、あらゆることで、私たちに助けを送ってくださる。しかし、働いておられる神を見るには、私たちは静まらなければならないのである。
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  四二．神は解放してくださる


  
    なぜなら、あなたは、主よ、私を死から、私の目を涙から、私の足をつまずきから、解放してくださったからです。（詩篇一一六・八）
  


  ダビデは絶体絶命の危機にあり、死に瀕していた。それにもかかわらず、神は彼を解放された。それで、自分をつまずきから守ってくださったことのゆえに、主を賛美したのである。


  欠乏や苦しみの中で、抜け出す道がわからない時、私たちの足はつまずきそうになり始め、落胆してしまう。失望、絶望、神に対するつぶやきに陥るよう誘惑されて、神とその約束を信じないところにまで至ってしまう。状況を自分で掌握して、誤った罪深い諸々の道に陥るおそれもある――そうするなら、確実につまずくことになる、これはとても危険である。信仰が試みられる時、忍耐しないなら、私たちは永遠の死の瀬戸際でぐらつく危険を冒すのである。


  しかし、主は優しい方であり、私たちの力では耐えられない誘惑に私たちが遭うことを許されない。私たちが実際につまずく前に、主は常に別の道、のがれの道を備えてくださる。ダビデ自身、これを経験した。神は彼を掴んで、あらゆる危険の中から救われた。私たちもこれを経験することができる。確実に、誘惑や戦いがなおも訪れるだろう。しかし、私たちの真実な神からの助けや慰めに欠けることは決してない。主の助けのしるしにより、私たちは何度も何度も、喜びと平安の時を過ごすのである。
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  四三．しるしと不思議


  
    イエスは、弟子たちの前で、この書には記されていない、他の多くのしるしを行われた。しかし、これらのことが書かれたのは、イエスはメシヤであり神の御子であることを、あなたたちが信じるためであり、そして、信じて彼の御名の中で命を得るためである。（ヨハネ二〇・三〇～三一）
  


  天の父が何かを行われる時、私たちは一心に見つめて傾聴するべきである。それでも今日、奇跡が起きると必ず、私たちはそれを包んで自分のポケットに入れ、自分だけのものにしてしまう。そのせいで、その上には何の祝福もなく、私たちの周りの人々はそれについて聞きたいとは全く思わないのである。


  しるしを見る時、その場所や種類にはよらず、私たちの全存在は神への賛美で満たされるべきである。もし私たちの世界に対する愛と思いやりを溢れさせる信仰が私たちにあるなら、もし神が私たちに送ってくださるしるしと不思議により、罪人に対して忍耐すること、自分の友人や隣人に対する優しさを実践することを学んでいるなら、もし、この経験を独り占めする代わりに、この世の前にひれ伏して、「私はあなたの奴隷、あなたの僕です。私はあなたに仕え、あなたを支えます」と言うなら、もし尊大になる代わりにへりくだるなら、もししるしと不思議が私たちを助けて、敬虔ぶった者ではなく、真の信者にするなら――その時、善は勝利し、さらに多くのしるしや不思議を私たちは呼び起こせるだろう。これが天の父の御旨であり、これがしるしの結果でなければならない。


  奇跡によって、一家全員が救い主の御傍にもたらされるのを、私は見た。それにより、キリストはその家族の中でさらなる事を行えたのである。しかし、これがもっともっと頻繁に起きる必要がある。真にしるしを経験した人、天の父に何か良いことをしてもらった人はみな、新しい人になるべきである。真に信じるべきである。そうするなら、全存在が神聖なもので満たされる。


  癒しについては、この哀れな地上に神の何かが啓示されることが、最も重要である。これをしっかり握って、決して手放してはならない。奇跡によって癒されたにもかかわらず、依然として地的な物事に没頭し続けているなら、何の益があっただろう？致命的な病にかかって救い主に癒してもらいながら、自分の家族や仕事のことしか考えず、それを当然のことのように思うなら、一体何の益があっただろう？上を見よ。上を見よ。そこにあなたの褒賞がある。しるしや不思議を経験する時、私たちの中で何かが変わらなければならない。


  必要を抱えて救い主のもとに行き、「主よ、助けてください！」と叫ぼうではないか。しかし、私たちはまた、主に耳を傾けなければならない。助けを受けたら、神の御旨を行おうではないか。御名の中で命を得られるよう、イエスに自分の地的な諸々の道から引き出してもらおうではないか。
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  四四．不可能を可能にする神


  
    主にとって難しすぎることがあろうか？（創世記十八・十四）
  


  アブラハムとその妻サラは年が進んでいたが、アブラハムは息子を持つことになっていた。主は彼に、「主にとって難しすぎることがあろうか？」と保証された。同様のことが二千年後マリヤにも起きた。彼女もまた、自分が息子を授かることになるとは、全く信じられなかった。しかし、御使いは彼女に、「神に不可能なことはありません」（ルカ一・三七）と告げた。イエスご自身、「富んでいる人が天の王国に入るのは難しい」と弟子たちに告げた時、同じことを言われた。とまどって弟子たちは、「それでは誰が救われることができるのでしょう？」と尋ねた。イエスは答えられた、「人にはこれは不可能でも、神には何でもできるのです」（マタイ十九・二三～二六）。


  ご自身の御業により、神に不可能はないことを、イエスは明示された。彼は人には不可能な大能の御業を行われた。このようにして、彼は私たちの信仰に全く新しい方向性を与えてくださった。彼は水をぶどう酒に変え、少しばかりのパンと魚を、感謝をささげている間に増やし、ラザロを死人の中からよみがえらせた。今日の明晰な頭脳の持ち主の多くが理解できない、純然たる奇跡である。しかし、信じる者たちに、イエスは神の愛を示してくださっており、私たちには不可能に思えることでも神には可能であることを示してくださっている。


  このような信仰の確かさは今日も継続するべきである。至る所でこのような偉大な奇跡を期待する必要はない。しかし、もし必要なら、神は不可能を可能に変えることができる。このような神に私たちは仕えているのであり、神はこれを私たちに示すことを願っておられる。


  イエスは神として、無から天と地を創造された。だから今も、彼は無から何かを創造することができる。今なお、水をぶどう酒に変え、パンを増やし、死人をよみがえらせることができる。このような方が私たちの神である。不可能なことも神には可能であることを信じる大きな群れが再び生じないかぎり、神の王国は完全なものにはならないだろう。ご自分しかなしえないことを行うことを、神は望んでおられる。神はこれを再び行われるだろう。なぜなら、ただ神だけが、被造物の溜め息やうめきをすっかり終わらせられるからである。
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  四五．奇跡を信じよ


  
    この人がペテロとヨハネにつきまとっていたとき、人々はみな驚いて、ソロモンの回廊と呼ばれる所にいた彼らのもとに駆け寄って来た。ペテロはこれを見て、人々に言った、「イエスラエルの同胞たちよ、なぜこのことに驚くのですか？また、私たちが自分自身の力や信心で、この人を歩かせたかのように、なぜ私たちを見つめるのですか？アブラハム、イサク、ヤコブの神、私たちの父祖の神は、その僕イエスに栄光をお与えになりました」。（使徒三・十一～十三）
  


  この地上で神はどのように働けるのか、どのように物事を正常化できるのか、理解している人はほとんどいない。私たちは物事を天然の観点からしか見ていない。啓蒙された見方のせいで、私たちは奇跡を見ることを妨げられている。


  私たちの現代的な見方にもかかわらず、私は信じる。もし自分に奇跡が起きるなら、たとえ心の片隅であったとしても、大喜びしない人はまずいない、と。不治の病から突然回復するなら、その人はこの奇跡を拒否しないだろう。むしろ、「私が再びよくなったのは奇跡です」と喜んで叫ぶだろう。ほとんどの人は心の奥底ではこう思っている。いわゆる現代医療の出番がほとんど無いこれらの奇跡をまさに行ってくださる救い主を、人々は至る所で渇望している。


  その中では全く無力な特定の状況、人の知力は全く助けにならない特定の状況の存在を、私たちはみな知っている。私たちの生活の中から信仰を根絶やしにできないのは、これが理由である。私たちの洗練された世が、この信仰の火にどれほど大量の水を注いだとしても、信じようとする私たちの切望はどこかで噴出する。たとえ私たちが信仰のための出番を設けなかったとしても、信仰が飛び出す――特に、自分の期待や理解を超えた神の数々のしるしを渇望する、この信仰が飛び出すのである。この渇きが満たされないかぎり、人々は目覚ましい不思議な力で、見に出かけるよう駆り立てられるのである。


  不思議な力があると言われている聖衣を見るためにトリール（ドイツ）まで旅する多くの巡礼者について考えてみよ。親愛なる友よ――数千の人をトリールに行くよう促すこの衝動は、基本的には、十人のらい病人をイエスに向かうよう促したのと同じ衝動である。目的は同じではないが、彼ら全員を駆り立てているこの力は同じである――理解することも見ることもできないもの、しかし、自分が切実に必要としているものを求める渇望である。


  今日、私たちが直面している最大の悲劇の一つは、私たちがもはや奇跡を信じていないことである。異様な力や科学による奇跡ではなく、人々をイエスに導いた奇跡、神の真の御言葉によってなされる奇跡である。病や死からの解放は可能である、と私たちは信じるだろうか？人間性固有の倒錯からの解放、罪と自分の希望や野心の愚かさからの解放は可能である、と信じるだろうか？これは可能である、と信じるだろうか？それとも、それは不可能であって、偽り以外の何ものでもない、と信じるのだろうか？
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  四六．主は良い方である


  
    全能の主に感謝をささげよ。主は良い方だからである。その愛は永遠に続く。（エレミヤ三三・十一）
  


  神は、この地上の数十億という人々の魂から遠く隔たっており、全くひとりきりで孤立して立っておられる、という考えは、とても心の狭い考え方である。神は万能の主、万軍の主である。神は大軍に命じ、その僕たちを遣わして、私たちを助けてくださる。神は、ひとりの僕を呼び寄せて、「あなたはこの人のところに行きなさい」と言い、別の僕には「あなたはあの人のところに行きなさい」と言われる。神は私たち一人一人のために僕たちを用意しておられる――どれほど大勢必要でも、十分すぎるほど用意しておられる。神には十分な僕がおり、すべてを案配して偉大な勝利を得ることができる。


  神は恵み深い。神の助けにより、生活の中で何に直面しても、私たちは絶えず何かしら良いものを垣間見ることができる。たとえ、良くないものがたくさんある時でも。善をなすことが神の御旨であり、神を妨げるのは私たちの罪だけである。自己主張する私たち人間の意志こそ、最大の罪である。しかし、それに打ち勝つことは可能だし、打ち勝つだろう。たとえ今は、様々な悪を神は許容しなくてはならなくても、いつの日か、これは変わるだろう。死と病は征服され、排除されるだろう。なぜなら、罪が現存している間だけ、死と病には存続権があるからである。


  最終的に、神は、万物の中で、万物を通して、万物の上で、恵みと善とをもって、支配者となられるだろう。それゆえ、私たちは、「私たちを悪から解放してください」と祈ることができる。これは実際には、「永久に私たちに良いことを行ってください」を意味するからである。万軍の主は今すぐ自分を悪から解放してくださる、と私たちは望むことができる。そして、私たちが子供のような方法で祈れば祈るほど、ますます早くこの解放が実現するのである。


  必ず聞き届けてもらえるという絶対的確信をもってこのように祈れること、これはとても大きなことであって、私たちは全能の主に感謝をささげるべきである。誤謬や逆境がいかに多くても、神は善をもって私たちを何度も何度も照らすことを望んでおられる。そして、いつの日か、神の善が勝利するだろう。今でさえ、敵の力はすべて砕かれ、滅ぼされつつある。それゆえ、全能の主に感謝する以外に、私たちに選択肢はない。主は良い方だからである。
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  四七．主は赦してくださる


  
    イエスは舟に乗って海を渡り、自分の町に帰られた。すると、人々が麻痺した人を床の上に寝かせたまま御許に連れてきた。イエスは彼らの信仰を見て、その人に言われた、「子よ、しっかりしなさい。あなたの数々の罪は赦された」。（中略）そこで、彼はその麻痺している人に言われた、「起きよ、床を取り上げて家に帰れ」。すると、その人は起き上がり、家に帰って行った。群衆はこれを見て、畏れに満たされた。そして、このような権威を人にお与えになった神を賛美した。（マタイ九・一～八）
  


  イエスはこの麻痺している人を、たった一言で癒された。この事実から、イエスには諸々の罪を赦す権威もある、と私たちは確信するべきである。癒すことのできる方は、赦すこともできる。これが、イエスの奇跡が独特で意義深い理由である。


  病は、特に悪鬼的性格を帯びている病は、罪と反逆の結果であることを、私たちは思い出さなければならない。私たちの弱さは消し去られるべきものだとすると、罪の呪いも終わらされる必要がある。そして、これまでそうだったのである。神は、悔い改めてへりくだる罪人たちの祈りを聞いてくださる。彼らが自分の苦難を克服するのを、神は助けてくださる。もっと自然な形で生じる健康の回復は、確かに神の愛のしるしでもある。神は恵みをすべての人に注いでくださる――神は恩知らずな者や邪悪な者にも親切である（ルカ六・三五）。しかしこれは、彼らの罪が赦されていることを意味しない。神は私たちを死から救ってくださるかもしれないが、依然として罪が残っているおそれがある。


  イエスが癒しのわざを行われた時は常に、神ご自身――無から有を創造した御力――が臨在しておられ、罪は滅ぼされた。これが、神に近づいてもらった人が元の罪人のままでは到底いられなかった理由である。神が奇跡的に癒される時、まさにその瞬間、神から私たちを分離するものはすべて除き去られる。私たちは罪から解放されて、神の恵みを確信することができる。


  こういうわけで、キリストを信じる信仰を持つ人々、彼を神の御子と認める人々だけが、恵みと赦しを受けることができる。信仰が見いだされない所では、イエスは奇跡を行えなかった（マタイ十三・五八、マルコ六・五～六）。しかし、子供のような信仰をもって彼に近づいた人はだれでも助けを受けた。イエスは繰り返し言われた、「あなたの信仰があなたを癒したのです」と。


  今日、癒しと赦しは必ずしも同時には起きない。私たちは時が満ちるのを待っている。その時、御霊がすべての諸国民の上に注ぎ出されるだろう。それにもかかわらず、「世の罪を担われた」方であるキリストを通して、新しい永続する道が確立されている。イエスは癒す権威と、罪を赦す権威を弟子たちにお与えになった（ヨハネ二〇・二一～二三）。彼の恵みの賜物――天からの力を伴う完全な賜物――は今、彼の和解させる死を受け入れるすべての人に受け継がれている。なんというあわれみを神は私たちに示してくださっていることか！今日も、私たちは癒しと罪の赦しを経験することができる。喜んで、神には何ができるのかを見ようではないか。
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  四八．子供のように


  
    求めなさい、そうすれば与えられます。探しなさい、そうすれば見いだします。叩きなさい、そうすればその扉は開かれます。なぜなら、だれでも求める者は受け、探す者は見いだし、叩く者には扉が開かれるからです。


    　あなたたちの中に、自分の子供がパンを求めているのに石を与える者がいるでしょうか？魚を求めているのに蛇を与える者がいるでしょうか？あなたたちは、悪い者であるにもかかわらず、自分の子供に良いものを与えることを知っているとするなら、なおさら、あなたたちの天の父は求める者に良い賜物を与えてくださいます。（マタイ七・七～十一）
  


  ある人々は、クリスチャンも含めて、奇跡の必要はないと信じている。しかし、それにより、神の王国をも見送っているのである。もし神はもはやこの地上で勝利できないなら、もし神はもはや私たちの日常生活で何の力も持っていないなら、もし重要なのは私たちの知識や努力だけなら、私たちは神の王国のことなど忘れてしまった方がいいだろう。


  もし、諸々の状況を天の父の御手に委ねて、御父の子供としての関係の中に生きることがもはやできないなら――「助けてください！」と言いながらあらゆる人々のところへ駆け回らなければならないなら――その場合、神は地上を治めておられないのである。もし、父親に何かを求める子供のように単純に祈ることが教会にもはやできないなら、神の王国は無にすぎない。神の支配権は地上で実際的な行為を生じさせる。そして、神はほむべきかな、神の支配権を示してそれを証しすることが私たちの任務なのである。


  それゆえ、心配や不安を後にして、神の御旨の実践に確信をもって取り組もうではないか。そうするなら、イエスがどこにおられたとしても、そこが自分の居場所なのだと確信できる。だれも疑いを持つ必要はない。ただ、信頼している子供のように、前に進め。自分がイエスのものであることを知っているなら、思い切って何かに挑戦せよ。すべてを神の顧みに委ねよ。そうするなら、何か新しいもの、何か新鮮なものが自分の内で形を取り始めることに気づくだろう。


  試みたり、支配しようとするのではなく、子供のように御父のもとに来たれ――そうするなら、自分の周りで、数々の不思議や癒しや祝福が生じることに、あなたは気づくだろう。そして、道が開けた時、元気になるだろう。あらゆる治療法や解決策をあらかじめ試すことに忙殺されてはならない。そんなことをすれば、神はその後、あなたがこしらえた諸々の穴をふさがなければならなくなる。それではいけない、神がなさっていることを見よ。そして、この道を見たらすぐに、この道に足を踏み出せ。
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  四九．死に抵抗する者たち


  
    あなたたちが罪の奴隷だった時、あなたたちは義の支配から自由でした。


    　当時、今では恥じている諸々のものから、あなたたちはどんな益を刈り取ったでしょう？それらのものの結末は死です！（中略）なぜなら、罪の報酬は死ですが、神の賜物は私たちの主キリスト・イエスにある永遠の命だからです。（ローマ六・二〇～二一、二三）
  


  死の問題は、病める器官の問題だけではない。人の技量はここかしこで役に立ち、最善を尽くすことが私たちの任務である。自分の植物が枯れないように手を尽くす園丁と同じである。しかし、その先を考えない人々は病や死を理解しない。病は死の働きの一部であり、死は究極的には罪の結果なのである。


  いかなる種類の滅びも無秩序である。命には属さない。病は自然なものではなく、全く無益である。過酷なものであり、命の正反対である。分析して得られる最終的結論は、死は刑罰であり、懲罰的力である、ということである。死は敵である――実に、最後の敵なのである！


  こういうわけで、死の勢力に対して戦うよう、イエスは教会を召しておられる。介護院や病院がクリスチャン社会に由来するのも不思議ではない。病気で死にかけている人々を、私たちはあえて諦めようとはしない。私がかつて会ったある医者は、医学の助けを大いに喜んでいた。これに私も喜んだ。なぜならこれは、人間の尊厳や命を育む使命に寄与するものだからである。「自分の生活の出来事を心配してはなりません」とはイエスは言われなかった。イエスは、「わたしは復活であり、命です」と言っておられる。「わたしを信じる者は、たとえ死んでも生きます」（ヨハネ十一・二五）。


  それゆえ、生きて、死の霊に抵抗せよ。どんなに苦しまなくてはならなくても、勇気を出せ。死に抵抗せよ。生きることが、あなたの人としての使命である！私たちの人生に対する裁きは、今やキリストを通して取り除かれている。キリストを通して、永続する命が私たちに流れ込むことができる。そして、私たちは自分の堕落した存在に打ち勝つことができる。死によって呪われたこの束の間の生活が圧政を演じる必要はもはやないのである。


  地上に存在している間、私たち哀れな人間は死の土地を旅しなければならない。私たちは四方八方から死の毒を吹きかけられる。しかし、イエスが望んでおられるのは、私たちを安全に導いて、死の領域、すぐに恐怖を覚えかねない道をすべてくぐり抜けさせることである。特に、無理解な者たちによって、私たちが中傷され、迫害されている時に、そうすることである。親愛なる友よ、真の戦士になろうではないか。イエスが誤解を恐れずに何かを託せる戦士になろうではないか。キリストは最初であり最後である。死んで命によみがえった方である。親愛なる友よ、これにすがれ。救い主は死んで命に復活されたが、あなたもそうなるのである！


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  五〇．戦いに備えよ


  
    しかし、まことにまことにあなたたちに言う。わたしが去って行くのは、あなたたちにとって益なのです。もしわたしが去って行かないなら、あなたちのところに助け主は来ません。（ヨハネ十六・七）
  


  イエスは去って行って、天の御父のもとに行かなければならなかった。信頼してすべてを放棄してご自分に従ってきた弟子たちから離れなければならなかった。彼は去って行かなければならなかった。そうでなければ、真の助け主である聖霊を弟子たちに送れなかったのである。これについて少し考えてみるなら、弟子たちにとって、イエスとの個人的関係を深めることよりも、「助け主」を受けることの方が重要だったことがわかる。神の御心どおりの者になるには、弟子たちは主なしでやっていかなければならなかったのである。


  これは私たちにも同じようにあてはまる。イエスとの個人的接触は素晴らしいが、人の心を動かすことになると、彼だけに頼るわけにはいかない。パウロは、「キリストと共にいるために、むしろ死を望む」と記した。しかし、生きながらえて兄弟たちのために働く必要性を彼は自覚していた（ピリピ一・二三～二四）。困難な状況になると、私たちの大多数は天に飛んで行くことを願う。しかし、私たちは自分のことしか考えておらず、主とその王国のためになおもなされるべきことについては考えていないのである。


  キリストと共に天の故郷にいることは、最重要事ではない。今いる所で戦って、キリストの喜ばしいおとずれを国々にもたらす覚悟をしなければならない。諦めて主のもとに行くことを望むのではなく、むしろ、弱さの中で新たな力を、病の中で新たな活力を、誘惑の中で新たな勝利を求めて祈らなければならない。なぜなら、私たちが弱いときこそ、主は最大の力を発揮されるからである（二コリント十二・七～十）。それゆえ、私たちが行う最も小さなことにも大きな意義がある。いつの日か、主がご自分の民の忠信さを――特に弱いときの忠信さを――どんなに高く評価しておられるのかを知って、私たちは驚くだろう。


  それゆえ、地上から早々と去ることを心から望むかわりに、むしろ恵みの時を求めて、御業を求めて、天からの大きな力を求めて祈ろうではないか。主に抵抗せずに、できるだけそうしようではないか。そうするなら、去る時が来る時、私たちはいっそう喜びに満ちて主のもとに行く用意が整っているだろう。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  五一．病の霊


  
    ある安息日に、イエスが会堂の一つで教えておられると、そこに十八年間も霊のせいでかがんだままの女がいた。その女はかがんでいて、体を伸ばすことが全くできなかった。イエスは彼女を見ると、前に呼び寄せて、「女よ、あなたは病から解放されました」と言われた。そして、手をその上に置くと、たちまちその体はまっすぐになり、神を賛美した。


    　イエスが安息日に癒されたことに憤慨して、会堂司は人々に言った、「働くべき日は六日あります。その間に、治してもらいに来なさい。安息日にはいけません」。


    　イエスは彼に答えて言われた、「偽善者よ！あなたたちはだれでも、安息日であっても、自分の牛やろばを家畜小屋から解いて、水を飲ませに引き出してやるではありませんか。それなら、十八年間もサタンに縛られていた、アブラハムの娘であるこの女を、安息日であっても、その束縛から解いてやるべきではなかったのですか」。


    　こう言われたので、イエスに反対していた人たちはみな恥じ入った。しかし人々は、イエスがなさったすべての素晴らしい御業を喜んだ。（ルカ十三・十～十七）
  


  この箇所は、かがんだ状態で歩いていたある女について述べている。その女は体がかなり曲がっていたので、見上げることがほとんどできなかった。彼女の病気は病の霊に由来していた、とルカは述べている。病の霊の中で、サタンは彼女を十八年間も縛り続けていたのである。


  かがんだ体の中でサタンがこれほど直接的役割を演じられるとは驚きである。サタンの力はこれほど遠くまで及ぶのだろうか？私たちなら天然的用語で理解しただろう事柄において、暗闇の君がこれほど活発な役割を果たすことは可能なのだろうか？可能である。暗闇の権威がどれほど遠くまで及びうるのか、私たちは努めて理解しなければならない。この問いだけでも、親愛なる友よ、警鐘を鳴らすのに十分である。しかし、蛇の頭を打ち砕いてサタンに対して勝利された御方を忘れてはならない。この御方もこの箇所に登場される。それゆえ、暗闇の薄暗い領域の中に閉じこもる必要はない。実に、この御方を賛美すべきあらゆる理由がある。この御方は私たちを暗闇から解放して、光の中に導いてくださったのである。


  死の力は悪魔に属する、と聖書は告げる（ヘブル二・十四～十五）。悪魔は「初めから人殺し」（ヨハネ八・四四）である。悪魔は明らかに死を手中にしている。家を倒してヨブの子供たちを葬った、あの大風を誰が送ったのか？忌まわしい腫れ物で誰がヨブを苦しめたのか？これはサタンの力を示しているのではないだろうか？まさに、サタンは依然として肉体の病において自分の役割を演じているのである。


  死は神の当初の御計画の一部ではなかったし、死を引き起こす病もそうである。病は死のはじまりにほかならない。新たな病のたびに、私たちの中で何かが死ぬ、とほぼ言える。病は人を少しずつ殺す。機能を次々に奪っていき、ついには最後の命の揺らめきもなくなってしまう。少しずつ、死の霊は私たちを墓場に追いやっていく。たとえ、私たちが特定の病に悩まされていない時でも。


  ああ、親愛なる人々よ、私たちの世界を蝕んでいるこのあらゆる腐敗のゆえに、私たちは確かに溜め息をつかなければならない。神の贖いを経験しないかぎり、私たちは足元にあるアビスを真に見ることはできない。自分に対する要求のゆえに驚いて唖然とさせられないかぎり――私たちはとても多くの地獄的束縛の中に陥っているので――神の栄光が働いているのを見ることはできない。神のあわれみにより、自分の状況を十分に自覚しないよう、私たちは守られている。聖書ですら、暗闇の霊がどれほど蔓延しているのかを、かすかに示しているだけである。それは、私たちが勇気を失って、惨めな気持ちにならないようにするためである。イエス・キリストは悪魔の働きを滅ぼすために来られた（一ヨハネ三・八）。私たちは絶えずこれにすがらなければならない。


  



  ◆　◆　◆


  



  この福音書の御言葉は、イエスは悪魔の束縛を打ち破れることを示している。彼はその女の上に御手を置いて言われた、「女よ、あなたは病から解放されました」。これは、まさに主が病人や束縛されている人々のためになさったすべてのことと同じように、彼こそ蛇を踏みつけることのできる約束された方であることを示している（ルカ十・十九）。


  このイエスは何者か？彼は何者か？イエスは断固たる抵抗により、暗闇の勢力を完全に貶められた。サタンはイエスに対してきわめて過酷なことを試みた。血が流れるほど彼を苦しめて、ついには自分の僕どもを通して、十字架に釘づけた。しかし、忍耐と天の御父を信じる信仰とをもって、イエスはサタンを征服された。「彼は私たちの違反のために刺し通され、私たちの不法のために砕かれた。刑罰を身に受けて私たちに平和をもたらし、彼の傷によって私たちは癒された」（イザヤ五三・五）。然り、癒されたのである！


  十字架のおかげで、サタンはもはや昔と同じようには人々を縛れない。こういうわけで、サタンが私たちを攻撃する時、私たちはキリストの力によって抵抗して、サタンを征服することができる。信仰と決意をもって暗闇の霊と戦う者はだれでも、死の刺から自由にしてもらえる。勝利は勝ち取られているのである。


  私たちの主は今や神の右に座しておられる。そして、諸々の賜物を受けて、私たちに与えてくださる。彼は天から戦っておられ、敵どもがその足台とされるまで戦われる。病の霊どもや、私たちの体や魂を変形させたり滅ぼそうとするこの勢力がすべて取り除かれるまで、戦われる。被造物と天と地がこぞって喜べるようになるまで、戦われる。ああ、この勝利の壮大さを誰が思い描けよう。この勝利を私たちは、イエスとその勝利を信じるやいなや、受け継ぐのである！


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  五二．牢獄にいる時


  
    しかし、私たちはこの宝を土の器の中に持っています。それは、このすべてに優る力が神からであって、私たちからではないことを示すためです。私たちは四方から激しく圧迫されますが、つぶされません。困惑させられますが、絶望しません。迫害されますが、見捨てられません。打ち倒されますが、滅ぼされません。絶えずこの体にイエスの死を帯びていますが、それはイエスの命もまたこの体に現されるためです。なぜなら、私たち生きている者は絶えずイエスのために死に渡されていますが、それは彼の命もまたこの死ぬべき体に現されるためだからです。ですから、死は私たちの内に働き、命はあなたたちの内に働きます。（二コリント四・七～十二）
  


  神は、その王国のために何があっても進み抜く戦士たちを必要としておられる。たとえ地上にいる間、生活の中であらゆる種類の苦痛を被り、ひどく苦しめられたとしても、霊は天にある人々を必要としておられる。神は私たちを苦しめたいのだろうか？否、そんなことは決してない。神が望んでおられるのは私たちを用いることである――この地上でイエスの命を現す兵士たちとして私たちを用いることである。


  艱難に遭うとき、心せよ。それがあなた自身の勝利となるだけでなく、苦難全般に対する勝利となるよう、艱難に処さなければならない。これが、てんかん患者、盲人、足なえ、ろう者、一般的に不治の病と称されている人々の間で、私が経験したことだった。私は彼らに言った、「自分がこうであることを喜びなさい。今、あなたの状況の中に、あなたの試み、必要、死の中に、依然として眼前にある不治の病の領域の中に、イエスの死と復活をもたらしなさい。キリストからの何かをあなたの状況の中にもたらしなさい。そうすれば、あなたは全世界のために勝利を得る助けになるでしょう」。


  はっきり言って、もし喜んで病に耐える人がだれもいなければ、もし喜んで死の痛みをキリストのために身に負う人がだれもいなければ、どうして死に勝利することができよう？もし、自分の望みどおりの健康体ではないからという理由で、不平ばかり鳴らして陰気でいるなら、私たちは神にとって何の役に立つというのか？どうしてイエスの命が私たちの体に現されるというのか？


  私たちはみな、死の道を行かなければならない。しかし、復活の道を行くことも可能である。それゆえ、たとえ自分の中で何かが永遠に粉々になったように思われても、死に服せよ。粉々になるなら、そうならせよ。しかし、霊の中で苦しんで、自分がいかに弱いのかを悟らなければならなかったとしても、恐れてはならない。復活した方は、あなたの弱さの中に大いに浸透することができる。それは、多くの高慢な人々以上に――彼らは健康や力のおかげで呑気に誇らしく人生を渡っている――あなたが生き生きとした者になるためである。


  病に耐えなければならない時、特に人には治せない病に耐えなければならない時、じっとしてよく考えよ。そして、死んで命によみがえった方を思い出せ。喜べ！幽閉状態を活用して、信仰の中で主に呼ばわれ。そうするなら、主はあなたの傍に立ってくださる。その時あなたは、健やかに道を歩いている他のだれよりも、牢獄の中で幸福だろう。


  ああ、親愛なる友よ、救い主は人生のあらゆる苦難の中で私たちを助けることを望んでおられる。私たちの艱難は「十日」（黙示録二・十）、つまり短期間しか続かないことを覚えよ。たとえ人生の危機の中にあったとしても、忠信であれ。そうするなら、あなたは命の力を受けるだろう。これは、あなた自身が生きることを意味するだけでなく、あなたはまさに自分のいるところで力を受けて、あなたの理解を超えた命に仕えるようになることをも意味する。あなたの忠信さには、まさに永遠の意義があるのである。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  五三．命の冠


  
    死に至るまで、忠実でありなさい。そうすれば、あなたの勝利の冠として、命をあなたに与えます。耳のある者はだれでも、御霊が諸教会に言うことを聞きなさい。勝利を得る者は、第二の死によって損なわれることは決してありません。（黙示録二・十～十一）
  


  健康になる時、最良の日々は終わったのである。これは、困難な日々は戦いの日々に転じうるからである。病の時、特別な方法で主に呼ばわる機会、主の苦難の中で主と一緒に戦う機会を、私たちは得る。この世の必要に抗して、完全に主と共に立つことができる。叫んで――油断せず期待を込めて――天を見上げ、「あなたの王国が来ますように。あなたの御旨がなされますように！」（マタイ六・十）と真に祈ることができる。こうする時、私たちは、つつがない日々を楽しく享受している人々よりも、神の王国に対して遥かにずっと有用な者となる。健康な日々は時としてきわめて実りないものになる、というのは真実ではないだろうか？喜びに欠ける心や鈍感な霊を生じさせるのである。しかし、病の日々は、もし私たちが神に立ち返るなら、私たちや他の人々を天の市民にならせる助けとなりうる。


  命の冠が、すでに私たちを待っている――永遠からの何かを感知することは可能であり、神からの何かが地上で明らかにされている。この冠はすでにそこに存在しており、善は私たちの間でますます力強く働いて、他の人々はそれを感知している。赤ん坊の皇子はいつの日か冠をかぶることを、だれでも知っている。皇子が子供にすぎなくても、その僕たちは皇子におじぎして、敵を遠ざけ続ける。同じように、私たちは神の子供なので、この冠を受ける征服者である。私たちは神の僕たちに囲まれている。御使いたちや神の勢力が、私たちを守るためにとりなしてくれている。敵は屈服しなければならない。


  これを経験するには、まさにイエスの傍らにとどまらなければならない。彼が同行してくださらないなら、私たちはあえて一歩も踏み出そうとはしない。彼が一緒でなければ、私たちは一瞬たりとも忠実であり続けられない。しかし、彼と一緒なら、死に反対することすらできる。これはとても深刻で、とても辛いことだが、神の力の中でそうすることができる。そして、他の人々のために、勇敢にそうしなければならない。私たちがどんな弱さの中にある時でも、たとえ死にとらわれている時でも、私たちが永遠の命を汲み出して自分の死すべき命の中にもたらすことを、神は望んでおられる。このようにして、最後の敵の滅びの時を早める手助けができるのである。


  これにより、第二の死――永遠における死の苦痛――は私たちを害せない。ああ、親愛なる友よ、この第二の死は、私たち全員にとって、深刻で重大な意義を持っている。しかし、恐れてはならない。主は私たちが忠実であり続けるよう助けてくださる。これは約束である。たとえ死と地獄によってすでにとらわれていたとしても、たとえ投獄されていて、命の光がほとんど見えないほど打ちひしがれていたとしても、キリストは御名を抱くすべての人々に対する最終的決定権を持っておられることを思い出そうではないか。


  どうか主が私たちの人生を共に祝福してくださいますように。主が御霊をもってすべての病人を訪れてくださり、病人たちが自分を悩ます諸々の悪に打ち勝ち、落胆しないようにしてくださいますように。


  ああ、愛する救い主よ。命の冠を与えてください。私たちのためではなく、あなたの栄光のために命を受けるべき人々のために。あなたの弟子となることを願っている、この哀れな世の中にいる私たち全員に、命の冠を与えてください。私たちにもっと勇気を与えてください、主よ、そして、私たちをもっと喜ばせてください。私たちを絶望させないでください。アーメン。


  



  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルト


  



  五四．永遠に直面する


  
    それゆえ、私たちは落胆しません。私たちは、外面的には衰えていきますが、それでも内面的には日毎に新しくされていきます。なぜなら、私たちの軽い一時的な数々の困難は、遥かに重い永遠の栄光を、私たちのために実現しつつあるからです。ですから、私たちは見えるものにではなく、見えないものに目を留めます。なぜなら、見えるものは一時的であり、見えないものは永遠だからです。（二コリント四・十六～十八）
  


  あなたは天に向かって、救い主に向かって進みつつある。悲しみと涙に満ちたこの世にとどまっている他の多くの人々と比べると――たとえ彼らが健康だったとしても――あなたは羨望の的である。その一方で、まだこの地上に生きている間、天にあるあなたの嗣業を十分に活用せよ。不機嫌になったり、悲しんではならない。しかし、主にあって喜べ。主は永遠にあなたを愛してくださる。感謝の心を持ち、主が自分の魂を準備して整えてくださったことを主に感謝せよ。


  もしかすると、あなたは苦難を少しばかり長く忍ばなければならないかもしれない。戦いがますます困難な辛いものになるのではないかと、あなたは恐れるかもしれない。しかし、心配してはならない。見えるものにではなく、見えないものに目を留めよ。幼子がそうするように、一日ずつ受け入れることを学べ。幼子は次の瞬間のことしか考えず、他のことは何も心配しない。永遠と比べれば、あなたの数々の試練は軽い一時的なものである。あなたは全く幼子のようにならなければならない。これが救い主が望んでおられることである。なぜなら、救い主は子供たちしか用いることができないからである。


  どうかこれについて徹底的に考えよ。無にすぎない者になること、罪人の立場に立つことを心がけて、救い主の恵みだけを求めよ。こうすることによってのみ、依然としてあなたに逆らい立つおそれのある諸々の負債は帳消しにされる。完全に彼の恵みの中に沈み込むなら、変わることのない喜びを見いだすだろう。ごく小さな邪魔物さえも明るみに出されて、取り除かれるだろう。これにより、あなたの痛みは和らぎ、あなたは多くの益を受けるだろう。その時、あなたはあなたの救い主に向かって、「あなたは本当に良い御方です」と言えるだろう。すべてを聖霊の静かな支配に委ねよ。聖霊は、あなたや私よりもよく話すことができる。信じよ。神があなたのために備えてくださった目標は、凱旋帰還なのである。
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  五五．衰弱


  
    それゆえ、私たちは常に確信しています。そして、体にあるかぎり、主から離れていることを、承知しています。なぜなら、私たちは見えるものによってではなく、信仰によって生きているからです。私たちは確信しています。言わば、体を離れて主と共に家にいることの方が望ましいのです。ですから、家にいるにしても、家から離れているにしても、主を喜ばせることを、私たちは目標にしています。（二コリント五・六～九）
  


  だれもが達すべき境地がある。その境地とは、救い主のもとに平穏さと静けさの中で一人で来る境地である。また、ますます信頼して救い主に目を向けられる境地である。それは、別れの時が間近に迫っても、彼との合一に曇りが生じたり、乱されることのないためである。世のものをますます手放せるようになるにつれて、すべてを静かに受け入れることを学ぶ時、イエスはますます近づいてくださる。


  体にあるかぎり、私たちの関心事は、救い主が間もなく全人類の苦難をあわれんでくださることでなければならない。生きてそれを見れるかどうかにはよらず――たとえそれが自分にとってより多くの働きを意味したとしても――これが私たちの関心事でなければならない。それゆえ、貧しい者になることを許容せよ。主の来臨に焦点を合わせ、あわれみをもってため息をつく者になれ。救い主が間もなくすべてを変えてくださることを切望せよ。これに身をささげられるなら、あなたは素晴らしい任務を得る。あなたの溜め息は空しくない。これはまた、あなたのために天に場所を備えてくれる。天でのあなたの任務が何であれ、これによりあなたは有用な者となる。救い主になおもなすべき御業があるかぎり、あなたには必ず任務がある。


  衰弱しつつあったとしても、自分は救い主のものであると確信せよ。これにより、あなたは慰めを受けるだろう。そして、耐え忍ばねばならない困難が依然としてたくさんあっても、救い主はあなたに聖なる喜びを与えてくださるだろう。自分の救い主を切望して、「この苦難を短くしてください」と求めること、あるいはむしろ、「私をすぐに整えて、何ものも凱旋帰還を邪魔できないようにしてください」と求めることは、全く結構なことである。これが、あなたのために祈る私の祈りの目的である。これほど多くのものをあなたに与えてくださった愛する救い主は、その分を果たして、あわれみをもってあなたに会ってくださる。「神を愛する者たちの益のために、万事は共に働きます」（ローマ八・二八）。あなたが天に着く時、主の諸々の道の素晴らしさにあなたは驚くだろう。


  「自分には救い主に仕える機会がほとんどなかった」と思うなら、思い出せ。キリストご自身、私たちのための弁護者であり続けておられるように（一ヨハネ二・一）、永遠においても戦士たちが必要なのである。あなたは自分の任務を得て、その任務の中で喜ぶだろう。ただ堅く立って、自分を引き止めるおそれのあるものをすべて取り除いてもらえ。もしあなたが御旨に喜んで服するなら、神の霊はあなたの内に働き続けてくださる。神の慰めは、まさに父たる御手の中にある。あなたが最後の息を引き取るまで、どうかキリスト・イエスにある神の恵みがあなたと共にありますように。
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  五六．神の愛


  
    なぜなら、私はこう確信しているからです。死も命も、御使いも悪鬼も、現在のものも将来のものも、力あるものも、高いものも深いものも、その他どんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません。（ローマ八・三八～三九）
  


  パウロはこう記している。いかなるものも、たとえそれが悲しい、人を動揺させるものや、困惑させるものだったとしても、神の愛を私たちに疑わせることは決してないはずである、と。神の愛は岩のように堅固であり、不動である。私たちを神の愛から引き離せるものは決して何もない。


  この御言葉の核心は、「私は確信している」である。この確かな望み、キリストにより神に信頼するこの揺るぎない信頼は、決して取り去られるおそれはない。キリストを通して、私たちはこう確信する。何ものも私たちに神の愛を疑わせることはできない。どんなに多くの艱難が私たちに降りかかったとしても、キリストと共に苦しめば苦しむほど、私たちはますます彼の愛する子供となる。これを確信することが信仰である。


  こういうわけで、だれでもキリストを正しく知っている人は、特にその十字架を知っている人は、パウロと共に言うことができる。私が生きるにしても死ぬにしても、神は私を愛しておられると。サタンの使い、支配者たち、暗闇の勢力が私に敵対していたとしても、神は私を愛しておられる。たとえ私が神の敵の攻撃を受けていたとしても、神は私を愛しておられる。しかるべき時に、神は敵どもを対処してくださる。それでも、神は私を愛しておられる。私が今の艱難に遭っていたとしても、将来に艱難が待ち受けていたとしても、上や下からの勢力の攻撃を受けていたとしても、神は私を愛しておられる。物事や人が私を害することを欲し、実際に害していたとしても、私は確信をもって、「神は私を愛しておられる！」という事実を堅持できるのである。
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  五七．それでは死とは何なのか


  
    この恵みは、時が始まる前に、キリスト・イエスにあって私たちに与えられました。しかし今や、私たちの救い主キリスト・イエスの現れにより、この恵みは明らかにされています。キリストは死を滅ぼし、福音を通して命と不死とを明るみに出されました。（二テモテ一・九～十）
  


  キリストにより、死からその力が取り去られた。そして、私たちは定められた時に彼を通して死からよみがえる。御言葉はこう告げている、「おお、死よ、お前のとげはどこにあるのか？」（一コリント十五・五五）。


  しかし、死はどのように滅ぼされたのか？また、死と不死は実際どのようにして明るみに出されたのか？私たちはみな死ななければならないし、死の恐怖を耐え忍ばなければならない。それでは今、死にどんな違いがあるのか？まず第一に、私たち信じる者にとって、たとえ死ななければならなくても、死はイエスに出会う前とは別のものである。私たちの救い主は言われた、「わたしを信じる者は、たとえ死んでも生きます」（ヨハネ十一・二五）。また、黙示録は言う、「主にあって死ぬ死者は幸いである」（黙示録十四・十三）。


  これについて考えると、実際のところ、死を見た者はいないのである。私を信じてほしい。死には死ぬ以上の意味がある。死後、体が傷んでいくとすると、肉体の死の源である魂は一体どうなるのか？


  旧約聖書にはハデス、死者の世界について記されている。その記すところは、楽しい光景ではない。ダビデは言う、「死者の中には、あなたの御名をたたえる者はいません。誰が墓からあなたを賛美するでしょう？」（詩篇六・五）。キリスト来臨の前、死がどれほどあわれな人類の上に死後も力を振るっていたのかを、いったい誰が知っているだろう？


  しかし、キリストにあって、今や状況は変わった――つまり、福音を受け入れた者たちにとって、状況は別なのである。実に、キリストを通して、死に関して完全な変化があったのである。キリストは「死の力を持つ者――すなわち悪魔――の力」（ヘブル二・十四）を滅ぼされた。キリストは死を滅ぼして、命と不死をもたらされたのである。


  それでは死とは何なのか？私たちは確信をもってこう言える。主にあって死ぬ者は、死の力をこの地上で経験するだけであり、彼岸の世では経験しないのである。実に、死を通して、命と不死が私たちに臨む。まさにこの地上の光が消え去る時、光――天の光――が私たちに臨む。それゆえ、私たちは言うことができる、「死よ、私はもはやお前とは関係ない。お前はもはや私を苦しめ、困らせることはできない。私はお前から自由である。もっとも、依然として復活の日を待つ必要があるのだが」。


  イエスは体においては死に渡され、霊においては生かされた（一ペテロ三・十八）。死はもはや彼の上に力を振るうことはない。キリストにあって死ぬ者の上に、死はもはや力を振るうことはない。たとえ、復活の日を待たなくてはならなくても。私たち主に属する者は、目を閉じて死の力を打ち破った偉大な勝利者を見る時、喜ぶことができる。去り行く魂が来たるべき命を勝利のうちに握るさまを、私たちは見るだろうし、私たちの周りの人々も見るだろう。
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  五八．谷間を通って


  
    午後三時頃、イエスは大声で叫ばれた、「エリ、エリ、レマサバクタニ？」（「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てたのですか？」という意味である）。（マタイ二七・四六）
  


  神を賛美せよ。イエスは私たちのために死の陰の谷を通ってくださった！そして、イエスにとって、これは他のだれよりも陰惨なことだった。自分は神に見捨てられた、と彼は感じた。それでも、見捨てられた状態にあっても、彼はなおも「わが神！わが神！」と叫べたのである。


  見捨てられたかのような時、「自分は愛する主から見捨てられた」という感覚に流されてはならない重要性を、あなたは理解しているだろうか？私たちの救い主は、「エリ、エリ！（Eli、Eli!）」と叫ばれた。このヘブル語は「エル（El）」と「イ（i）」から成っており、「エル」は「神」、「イ」は「私の」を意味する。「イ」は単なる一点一画として記される。それでも、この小さな点により、イエスは御父の心に通じる紐を握られたのである。一粒のからし種のような信仰について考えよ。そして、主の約束にしたがって、そのような信仰により何が達成可能なのかを思い出せ。


  深い苦しみの中、イエスは戦い抜いて信仰に到達された。そうすることで、彼は救い主になったのである。それゆえ、私たちは「罪人たちからのこのような抵抗を忍ばれた方のことを思」わなければならない。「それは、あなたたちが疲れたり、落胆したりしないためです」（ヘブル十二・三）。イエスは死の谷を通り抜けたので、私たちをも導いて通り抜けさせることができる。「たとえ死の陰の谷を歩む時も、私は災いを恐れません。あなたが私と共におられるからです。あなたの杖とあなたの竿、それが私の慰めです」（詩篇二三・四）。


  呵責を負った私たちの良心は、彼の慰めを私たちから奪うことを欲する。そのため実に辛くなりかねない！しかし、それでも、キリストは私たちのために血を流してくださった。それゆえ、たとえ良心にやましさを感じたとしても、彼を手放さないかぎり、もはや勇気を失う必要はない。「あなたの杖とあなたの竿、それが私の慰めです」。なんという杖、なんという竿に、イエスは私たちのためになってくださることか！


  この地上で巡礼の旅にある間、この道は恐るべき困窮を常に通る。イエスご自身の戦いを慰めとして、落ち着いて静かに自分の道を進もうではないか。たとえ、せき立てられ、苦しめられ、多くの形で攻撃されたとしても。彼は私たちの祝福された望み（テトス二・十三）である。どんな代価を払っても、十字架につけられて復活した方にすがろうではないか。歩くための杖として、寄りかかるための竿として、彼を握ろうではないか。そして、常に前進せよ。彼は私たちを王国の栄光に導いてくださるのである。


  



  ヨハン・クリストフ・ブルームハルト


  



  五九．私たちの希望


  
    その飲み物を受けた時、イエスは「完了した」と言われた。そして、頭を垂れて、その霊を渡された。（ヨハネ十九・三〇）
  


  聖書では、死はたんに死後の世界に移るだけの問題ではない。それだけでなく、死は一つの霊であって、どこで転進すればいいのかわからない時、絶望して意気消沈する時、内に入り込む。私たちが時の流れの中に、この世の物事の中に捕らわれる時、過去しか見えず、金、家、土地に優るものが見えない時、死は私たちに訪れる。これが死である。


  こういうわけで、人生最大の問題は、「自分は地上で自分の使命を完了したか？」ということである。もし完了したなら、喜んで死ぬことができる。これがイエスが「完了した」と言われた理由である。完了していないこと、これが死である！


  イエスはこうも言われた、「わたしを信じる者はだれでも、たとえ死んでも生きます。わたしはその人を全き者にします。わたしはその人の欠点を消し去ることができます。わたしは復活であり、命です。わたしが地上で開始したことは、不具者、足なえ、盲人、聴障者のために完成させます。なぜなら、わたしを信じてわたしにあって生きる者はみな、命を持つからです――永遠に成長するのです。あなたの時が来ていますが、死はもはやありません！」。


  悲しみの理由は、全き者になりそこなったことである。私たちが泣くのは、完了していないものをあまりにもたくさん引きずっているからである。しかし、神はこの涙を私たちの目から拭い去ってくださる。神は私たちの失敗を赦し、壊れたものをすべて元どおりにし、私たちを新たな立場の上に置いてくださる。私たちには完了できなかったことでも、もし私たちが真に望むなら、神は私たちのために完成してくださる。これは復活の約束である。アダムとエバがパラダイスで成就できなかったことも完了し、私たちがやり損なったことも完了する。常に希望があるのである。
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  六〇．すべて新しく


  
   御座についておられる方が言われた、「わたしはすべてを新しくする！」。（黙示録二一・五）
  


  全世界の切なる願いは、キリストがすべてを新しくされる日に向けられている。然り、すべてをである。例外はない。すべてが新しくされるのである。


  そのために働きたければ、まず自分自身の命を明け渡さなければならない。あなたの命は、いわば、修理屋に行かなければならない。たとえ、古びた機械のようにすっかり分解されてしまうのではないか、と恐れていたとしても。聖書は言う、「すべてを新しくする！」と。これは次のことを意味する。あなたは、良いもの――あるいは、良さげに思われるもの――特に慣れ親しんできたものをも、犠牲にしなければならないのである。すべてが修理屋に行かなければならない。


  あなたは、喜んで、完全に、日々、どんな環境下でも、全世界を神に明け渡さなければならない。あなたが自分の生活の諸々の領域を取っておくかぎり――たとえ、それらが良いものだとしても――それらは新しくされることはない。神がすべてを新しくできるようになるには、あなたはまず、すべてを神にささげなければならない。


  そして、ついに、神の御旨、善なる完全な恵み深い御旨が、すべてあなたの心の中に宿る時、地上における神の御旨が天における御旨と一致する時、その時、きわめて偉大な数々の奇跡が起きるのである。
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  後書き


  この本の前書きで、リチャード・スコットは、こう記している。深刻な病や死に直面している人はだれでも、「自分はこれをどうすればいいのか？」と自問するべきである、と。本書に記されている数々の省察は――深い信仰を持つ二人の人によって書かれたものであり、この二人は無数の苦しむ人々を助けたのである――この問いに対する、非常に素晴らしい知恵を与えてくれる。


  奇跡を行われる神に対する大胆な確信と、あらゆることで神の御旨を子供のように受け入れる姿勢とをもって、ヨハン・クリストフとクリストフ・フリードリヒ・ブルームハルトは、自分の体の調子を超越してイエス――この御方は体と魂の両方を癒して、命を与えてくださる――とその王国を見よ、と私たちに指し示す。私たちにとって、癒す神の愛という贖いの事実は、苦しみのときに慰めとなるだけでなく、理解を超えた平安と希望を与えて、私たちの霊を新たにする力をも持っている。


  体や魂において苦しんでいるすべての人に対して、この本の諸々の省察は、苦しみの意味や意義に関する永続的な洞察を与えてくれるだけでなく、静かな力をも与えてくれる。この力は、苦難にもかかわらず、いっそう生き生きと目的をもって生きるよう、私たちを鼓舞する。私たちは理解を得るために苦しまなければならないこともある。神の癒しの御手による接触を経験する必要性についても、同じである。神は思いも寄らぬ方法で癒してくださる。そして、神が癒される時、死は決定的力ではないことを私たちに知らせ、証しすることを神は願っておられる。


  この世では痛みは完全な悪と見なされており、薬こそ役に立つ唯一の対抗手段であると喧伝されている。このような世にあって、ブルームハルト親子は私たちに思い起こさせる。真の癒しは、病から解放されるかどうかを遥かに超えたものであることを。きわめて物質的な治療法でも祈りによって改善することは可能である、と彼らは信じた。また、私たちが神の御旨に完全に服する時、遥かに偉大なことが起きることを、彼らは理解していた。これは実に良い知らせである。特に、医学の限界と苦しみなき生活の無益さを自ら知る人々にとって。


  私たち死すべき者は、あらゆる種類の病にさらされている脆い体を忍ばなければならない。他の多くの人生の困難については、言うまでもない。これが、新たな勇気と新鮮な展望を得るために、私が何度も何度も個人的にブルームハルト親子に向かった理由である。私はまた、彼らの洞察を友人たちや知人たちと分かち合った。彼らは、恐ろしい苦難の中で、信仰と希望をなくしたように感じていたのである。


  読者であるあなたは、この本から慰めを受けただけでなく、神とその御旨のためによりよく生きるよう励ましを受けたと、私は信じている。私はまた、あなたがこの本から益を受けるかもしれない他の人々のことを思いやってくれるよう希望している。ただイエスにのみ、永続する真の助けがある。イエスは偉大な医者であり、私たちを永遠の命に復活させるだけでなく、万物を回復してくださる御方である。イエスだけが、神の現実を私たちの生活の中に再び送り込めるのである。


  



  チャールズ　Ｅ．ムーア


  



  注記
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